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に
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の
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要
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法
務
官
報
告
書
と
そ
の
検
討
（
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上
、
一
二
六
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一
・
二
号
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四 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
判
決
と
そ
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検
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結
び
に
代
え
て

四 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
判
決
と
そ
の
検
討

一　

そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
法
務
官
報
告
書
を
前
に
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
か
。
本
件
判
決

は
、
ま
え
が
き
部
分
（［
1
］
お
よ
び
［
2
］）
の
ほ
か
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
」（［
3
］
な
い
し
［
7
］）、「
出
発
点
に
置
か
れ
た
手
続
と
提
示
さ



二
六

れ
た
争
点
」（［
8
］
な
い
し
［
18
］）（
こ
の
部
分
は
、
先
に
「
事
案
の
概
要
」
の
箇
所
で
触
れ
た
。）、「
口
頭
弁
論
再
開
を
求
め
る
申
立
に
つ
い
て
」

（［
19
］
な
い
し
［
25
］）、「
提
示
さ
れ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
」（［
26
］
な
い
し
［
65
］）、「
費
用
」（［
66
］）（
省
略
）、
そ
し
て
「
結
論
」（［
67
］）、

以
上
の
七
項
目
か
ら
成
る
。

初
め
に
、
主
文
（
後
掲
の
「
結
論
」（［
67
］）
と
同
一
）
を
掲
げ
よ
う
。

“
1　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、「
こ
れ
ら
二
つ
の
規
定
が
定
め
る
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設

立
さ
れ
た
会
社
が
事
実
上
の
本
拠
を
移
さ
な
い
ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
た
上
で
、
こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
移
転
先
国
で
適

用
さ
れ
る
諸
規
定
を
順
守
し
つ
つ
、
他
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
案
に
も
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
趣
旨
に

解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（D

ie A
rt. 49 und 54 A

EU
V
 sind dahin auszulegen, dass die N

iederlassungsfreiheit für die 
V
erlegung des satzungsm

äßigen Sitzes einer nach dem
 Recht eines M

itgliedstaats gegründeten Gesellschaft in einen 
anderen M

itgliedstaat gilt, durch die diese unter Einhaltung der dort geltenden Bestim
m
ungen ohne V

erlegung ihres 
tatsächlichen Sitzes in eine dem

 Recht dieses anderen M
itgliedstaats unterliegende Gesellschaft um

gew
andelt w

erden 
soll.

）。

2　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、「
こ
れ
ら
二
つ
の
規
定
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所

を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
た
上
で
、
こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
移
転
先
国
で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
を
順
守
し
つ
つ
、
他
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法

人
形
式
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
案
に
お
け
る
移
転
の
可
否
を
当
初
の
会
社
の
解
散
の
有
無
に
か
か
ら
し
め
て
い
る
設
立
国
の
規
定
と
は
相
容
れ
な

い
」
と
い
う
趣
旨
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（D

ie A
rt. 49 und 54 A

EU
V
 sind dahin auszulegen, dass sie der Regelung eines 

M
itgliedstaats entgegenstehen, die die V

erlegung des satzungsm
äßigen Sitzes einer nach dem

 Recht eines M
itgliedstaats 

gegründeten Gesellschaft in einen anderen M
itgliedstaat, durch die sie unter Einhaltung der dort geltenden Bestim

m
ungen 

in eine dem
 Recht dieses anderen M

itgliedstaats unterliegende Gesellschaft um
gew
andelt w

erden soll, von der A
uflösung 

der ersten Gesellschaft abhängig m
acht.

）（
（5
（

。”



二
七

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

主
文
第
一
項
で
は
、
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
、
移
転
先
国
の
法
人
形
式
を
採
用
し
、
会
社
準
拠
法
も
他
の
加
盟
国

法
へ
変
更
し
な
が
ら
事
実
上
の
本
拠
を
設
立
国
に
残
し
て
い
る
会
社
に
対
し
て
も
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
意

味
に
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
を
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
、
判
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
評
価
は
、「『
居

住
移
転
の
自
由
』
原
則
は
こ
の
よ
う
な
事
案
に
も
適
用
さ
れ
る
か
否
か
」
と
い
う
法
務
官
報
告
書
の
論
点
❸
を
取
り
上
げ
、
し
か
も
肯
定

説
に
立
つ
点
で
、
法
務
官
報
告
書
の
立
論
と
一
致
す
る
。
そ
の
前
提
に
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
定
款
上
の
法

人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
、
移
転
先
国
の
法
人
形
式
を
採
用
し
、
会
社
準
拠
法
も
同
国
法
へ
変
更
し
な
が
ら
、
事
実
上
の
本
拠
を
設

立
国
に
残
し
て
い
る
会
社
に
対
し
て
も
『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準 〈
1
〉 、
お
よ
び
、「
主

語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
判
断
基
準 〈
1
〉 と
い
う
趣
旨
に
解
釈
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準 〈
2
〉（
判
断
基
準〈
1
〉の
適
用
基
準
）、
こ
れ
ら
二
つ
の
判
断
基
準
が
併
存
し
て
い
た
に
違

い
な
い
。

主
文
第
二
項
で
は
、
先
行
裁
判
要
請
に
お
け
る
論
点
①
に
対
す
る
解
答
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、
こ

れ
ら
が
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
た
上
で
、
こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
移
転

先
国
で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
を
順
守
し
つ
つ
、
他
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
案
に
お
け
る
移
転

の
可
否
を
当
初
の
会
社
の
解
散
の
有
無
に
か
か
ら
し
め
て
い
る
設
立
国
の
規
定
と
は
相
容
れ
な
い
（
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お

よ
び
第
五
四
条
が
当
該
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
規
の
適
用
を
妨
げ
る
）
と
い
う
趣
旨
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
、
判
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

判
断
の
前
提
に
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
と
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て



二
八
二
八

設
立
さ
れ
た
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
た
上
で
、
こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
移
転
先
国
で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
を

順
守
し
つ
つ
、
他
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
案
に
お
け
る
移
転
の
可
否
を
当
初
の
会
社
の
解
散

の
有
無
に
か
か
ら
し
め
て
い
る
設
立
国
の
規
定
と
は
相
容
れ
な
い
」（
効
果
）
と
い
う
趣
旨
の
判
断
基
準 〈
3
〉 、
お
よ
び
、「
主
語
＋
…
…

＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
判
断
基
準 〈
3
〉 の
意
味
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準 〈
4
〉 、
こ
れ
ら
二
つ
の
判
断
基
準
が
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

二　

そ
れ
で
は
、
本
件
判
決
は
ど
の
よ
う
な
思
考
過
程
を
経
て
右
の
結
論
に
辿
り
着
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
は
、
こ
の
判
決
の
法
律

構
成
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
え
が
き
部
分
か
ら
順
次
見
て
行
こ
う
。

“［
1
］　

本
件
先
行
裁
判
の
要
請
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
関
わ
る
。

［
2
］　

本
件
要
請
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
有
限
責
任
会
社
（
以
下
、「
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
」
と
略
記
す
る
。）
が
、
法
人
住
所
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
移
転
し

た
後
に
行
わ
れ
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
商
業
登
記
簿
か
ら
の
抹
消
を
求
め
る
申
立
を
退
け
た
裁
判
に
対
す
る
同
社
の
上
訴
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。（
（5
（

”

［
1
］
で
は
、
本
件
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
の
解
釈
問
題
で
あ
る
こ
と
が
、
ま
た
［
2
］
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

最
高
裁
判
所
か
ら
提
示
さ
れ
た
案
件
に
基
づ
い
て
本
件
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
確
認
さ
れ
る
。

次
の
「
口
頭
弁
論
再
開
を
求
め
る
申
立
に
つ
い
て
」
で
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
口
頭
弁
論
再
開
を
求
め
た
申
立
の
当
否
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

“［
19
］　

ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
、
二
〇
一
七
年
六
月
二
八
日
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
事
務
局
に
提
出
さ
れ
た
書
面
を
も
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
手



二
九

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

二
九

続
規
則
第
八
三
条
に
従
い
、
口
頭
弁
論
手
続
の
再
開
を
決
定
す
る
よ
う
、
申
し
立
て
た
。 

［
20
］　

一
方
で
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
、
こ
の
申
立
を
行
う
理
由
と
し
て
、
先
行
裁
判
要
請
に
お
け
る
説
明
と
異
な
り
、
同
社
が
そ
の
定
款
上
の
法
人

住
所
お
よ
び
事
実
上
の
本
拠
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
移
転
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
い
う
点
を
挙
げ
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
二
〇
一
三
年
五
月

二
八
日
の
決
定
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
た
と
え
口
頭
弁
論
で
述
べ
ら
れ
た
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
留
保
に
耳
を
傾
け
て
い
た
と
し
て
も
、

法
務
官
の
最
終
報
告
書
は
、
先
行
裁
判
要
請
に
お
け
る
誤
っ
た
事
実
確
認
を
根
拠
と
し
て
い
た
。
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
出
発
点
に

お
け
る
手
続
の
事
実
関
係
を
説
明
す
る
可
能
性
を
同
社
に
与
え
る
た
め
に
、
口
頭
弁
論
の
再
開
を
必
要
と
み
な
し
て
い
る
。

［
21
］　

特
に
、
適
切
な
通
知
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
み
な
す
と
き
、
口
頭
弁
論
手
続
終
結
後
に
当
事
者
の
一
方
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
裁
判
所
の
判
断
に
と
っ
て
決
定
的
重
要
性
を
有
す
る
新
し
い
事
実
を
提
示
し
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判
断
に
と
っ
て
著

し
く
重
要
な
論
点
が
当
事
者
間
で
も
し
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
裁
判
所
規
約
第
二
三
条
に
示
さ
れ
て
い
る
参
加
人
の
間
で
い
ま
だ
討
議
さ
れ
て
い
な

い
と
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
、
手
続
規
則
第
八
三
条
に
よ
り
、
法
務
官
の
意
見
を
聴
取
し
た
後
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
、
口
頭
弁
論
手
続
の
再
開

を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

［
22
］　

こ
の
こ
と
は
本
件
で
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
本
件
訴
訟
の
事
実
的
枠
組
み
に
関
す
る
同
社
の
判

断
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
。
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
、
特
に
、
先
行
裁
判
要
請
に
含
ま
れ
た
、
本
件
の
前
提
を
な
す
手
続
に
お
け
る
事
実
に
対
す
る
見

方
を
言
葉
で
表
現
す
る
可
能
性
を
、
そ
し
て
、
同
社
が
そ
の
定
款
上
の
本
拠
お
よ
び
事
実
上
の
本
拠
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
の
移
転
を
意
図
し
て
い

た
と
い
う
点
を
解
明
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
裁
判
所
は
、
法
務
官
の
聴
聞
後
、
当
裁
判
所
が
裁
判
の
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ

る
情
報
を
自
由
に
処
理
で
き
る
と
い
う
見
解
を
採
用
す
る
。 

［
23
］　

こ
の
ほ
か
、
法
務
官
の
最
終
報
告
書
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
ひ
と
つ
の
批
判
と
し
て
、
当
裁
判
所
の
規
約
お
よ
び
手
続
規
則
で
は
、
参
加
人

か
ら
み
て
、法
務
官
の
最
終
報
告
書
に
対
す
る
態
度
表
明
を
提
出
す
る
可
能
性
が
参
加
人
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
言
及
さ
れ
て
い
る
（
二

〇
一
四
年
九
月
四
日
の
ヴ
ヌ
ー
ク
社
事
件
判
決
（C 162/13, EU

:C:2014:2146
）［
30
］
お
よ
び
同
所
参
照
判
例
）。

［
24
］　

他
方
で
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
五
二
条
第
二
項
に
よ
り
、
法
務
官
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
裁
判
所
規
約
の
も
と
で
法
務
官
の
助
力
を
要
す
る

事
件
に
つ
き
、
完
全
に
不
偏
不
党
の
立
場
で
明
確
な
根
拠
を
有
す
る
最
終
報
告
書
を
作
成
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
法
務

官
の
最
終
報
告
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
当
裁
判
所
は
、
法
務
官
の
最
終
報
告
書
に
も
そ
の
理
由
書
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、



三
〇

当
事
者
の
一
方
が
法
務
官
の
最
終
報
告
書
に
納
得
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
諸
論
点
の
検
討
結
果
如
何
と

は
ま
っ
た
く
関
わ
り
が
な
く
、
口
頭
弁
論
の
再
開
を
正
当
化
す
る
理
由
と
は
な
り
得
な
い
（
二
〇
一
四
年
九
月
四
日
の
ヴ
ヌ
ー
ク
社
事
件
判
決
（C 

162/13, EU
:C:2014:2146

）［
31
］
お
よ
び
同
所
参
照
判
例
）。

［
25
］　

以
上
の
諸
考
慮
に
よ
れ
ば
、
当
裁
判
所
は
、
口
頭
弁
論
手
続
を
再
開
す
る
い
か
な
る
理
由
も
見
出
し
得
な
い
。（
（5
（

”

［
19
］
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
手
続
規
則
第
八
三
条
に
従
い
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
口
頭
弁
論
手
続
の
再
開
決
定
を
求
め
て
い
た
点

が
確
認
さ
れ
る
。［
20
］
で
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
右
弁
論
手
続
の
再
開
を
求
め
た
文
書
の
理
由
欄
で
挙
げ
た
理
由
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高

裁
判
所
の
先
行
裁
判
要
請
中
の
説
明
と
の
相
違
点
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
。［
21
］
で
は
口
頭
弁
論
手
続
の
再
開
を
決
定
す
る
た
め
の
三
つ

の
条
件
が
紹
介
さ
れ
、［
22
］
で
は
、
本
件
の
場
合
、
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
し
て
い
な
い
と
判
定
さ
れ
て
い
た
。［
23
］
で
は
、
法
務
官

の
最
終
報
告
書
に
向
け
ら
れ
た
批
判
の
一
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。［
24
］
で
は
、
法
務
官
の
義
務
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
裁
判
所
が
法
務
官
の
最
終
報
告
書
に
も
そ
の
理
由
書
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
旨
が
述
べ
ら
れ
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
い
ず
れ
の
主
張
も
口
頭

弁
論
の
再
開
を
正
当
化
す
る
理
由
と
は
な
り
得
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。［
25
］
で
は
、「
口
頭
弁
論
手
続
を
再
開
す
る
い
か
な
る
理
由
も

見
出
し
得
な
い
」
と
す
る
結
論
が
示
さ
れ
る
。

三　

こ
れ
に
続
く
「
提
示
さ
れ
た
諸
論
点
に
つ
い
て
」
の
項
は
、「
前
注
」（［
26
］
な
い
し
［
28
］）、「
第
三
の
論
点
に
つ
い
て
」（［
29
］

な
い
し
［
44
］）、「
第
一
の
論
点
お
よ
び
第
二
の
論
点
に
つ
い
て
」（［
45
］）、「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
の
存
在
に
つ
い
て
」

（［
46
］
な
い
し
［
51
］）、「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
正
当
性
に
つ
い
て
」（［
52
］
な
い
し
［
65
］）、
こ
れ
ら
五
つ
の
部
分
か
ら
成

る
。
法
律
構
成
上
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
第
三
の
論
点
」
が
他
の
二
つ
の
論
点
に
優
先
し
て
審
理
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

（
ａ
）「
前
注
」（［
26
］
な
い
し
［
28
］）
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
解
答
す
べ
き
三
つ
の
論
点
が
紹
介
さ
れ
る
。



三
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

“［
26
］　

最
初
に
指
摘
す
べ
き
点
と
し
て
、
本
件
で
提
示
さ
れ
た
諸
論
点
の
根
底
に
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
事
実
上
の
本
拠
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ

移
転
す
る
つ
も
り
が
な
い
と
い
う
、
同
社
の
異
議
申
立
が
あ
る
。

［
27
］　

こ
の
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
に
従
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
六
七
条
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
と
加
盟
諸
国

の
裁
判
所
と
の
直
接
的
な
協
力
と
い
う
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
点
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
盟
国
裁
判
所
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
と

の
明
確
な
役
割
分
担
に
よ
れ
ば
、本
件
手
続
の
場
合
、判
決
を
下
す
上
で
、事
件
の
特
殊
性
か
ら
み
て
、先
行
裁
判
を
求
め
る
必
要
性
が
あ
る
か
否
か
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
に
提
示
す
る
個
々
の
論
点
が
重
要
か
否
か
、
こ
れ
ら
二
点
の
判
断
が
加
盟
国
裁
判
所
の
権
限
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
権
限
は
、
加
盟
国
裁
判
所
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
に
提
示
さ
れ
た
事
実
に
基
づ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
諸
規
定
を
解

釈
し
、
適
用
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
る
（
比
較
対
象
と
し
て
、
特
に
二
〇
一
五
年
六
月
一
六
日
の
ガ
ウ
ヴ
ァ
イ
ラ
ー
社
事
件
判
決
（Gauw

eiler u. 
a., C 62/14, EU

:C:2015:400
）［
15
］））。

［
28
］　

そ
れ
ゆ
え
、
本
件
で
提
示
さ
れ
た
諸
論
点
は
、
以
上
の

―
と
は
い
え
、
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
み
ず
か
ら
の
理

由
付
け
に
基
づ
い
て
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

―
前
提
条
件
に
基
づ
い
て
、
解
答
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
（5
（

”

［
26
］
で
は
、
先
行
裁
判
要
請
の
前
提
に
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
異
議
申
立
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。［
27
］
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判

所
と
加
盟
国
裁
判
所
の
相
互
協
力
義
務
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
六
七
条
）、
加
盟
国
裁
判
所
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
権
限
範
囲
、
こ
れ
ら

が
先
例
と
と
も
に
示
さ
れ
る
。［
28
］
で
は
、
本
件
も
こ
う
し
た
制
度
的
制
約
の
も
と
に
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

（
ｂ
）
先
行
裁
判
要
請
に
お
け
る
「
第
三
の
論
点
」（
論
点
③
）
は
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、『
会
社
が
そ
の

法
人
形
式
を
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
変
更
す
る
目
的
で
、
定
款
上
の
法
人
住
所
を
当
該
の
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
な
が
ら
、
こ
の

企
業
が
設
立
時
の
加
盟
国
に
主
た
る
本
拠
（
事
実
上
の
本
拠
）
を
残
し
て
い
る
場
合
、『『
居
住
移
転
の
自
由
』』
原
則
に
対
す
る
制
限
が
認

め
ら
れ
る
』
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
件
判
決
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て



三
二

い
る
。“［

29
］　

本
件
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
、
最
初
に
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
三
の
論
点
を
介
し
て
得
よ
う
と
し
た

答
え
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
の
加
盟
国
へ
移
転
す
る
こ
と
で
、
事
実
上
の
本
拠
を
移
転
し
な
く
て

も
、
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
の
法
人
形
式
へ
転
換
し
て
い
る
事
案
に
も
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ

機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
（ob die A

rt. 49 und 54 A
EU
V
 dahin auszulegen sind, dass die 

N
iederlassungsfreiheit für die V

erlegung des satzungsm
äßigen Sitzes einer nach dem

 Recht eines M
itgliedstaats 

gegründeten Gesellschaft in einen anderen M
itgliedstaat gilt, durch die diese ohne V

erlegung ihres tatsächlichen Sitzes in 
eine dem

 Recht dieses anderen M
itgliedstaats unterliegende Gesellschaft um

gew
andelt w

erden soll

）
と
い
う
点
に
関
わ
る
。

［
30
］　

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
両
政
府
は
、
本
件
手
続
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
本
拠
移
転
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第

五
四
条
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
、
申
し
立
て
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
受
入
加
盟
国
内
の
確
固
た
る
施
設
を
通

じ
て
経
済
活
動
を
事
実
上
行
う
こ
と
で
法
人
住
所
の
移
転
を
基
礎
付
け
て
い
な
け
れ
ば
、
会
社
は
「
居
住
移
転
の
自
由
」
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
特
に
一
九
八
八
年
九
月
二
七
日
の
デ
ィ
リ
ー
・
メ
イ
ル
社
事
件
判
決
（81/87, EU

:C:1988:456

）
お
よ
び
二
〇
〇
八
年

一
二
月
一
六
日
の
カ
ー
テ
シ
オ
社
事
件
判
決
（C 210/06, EU

:C:2008:723

）
を
援
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
狙
い
は
、
本
件
手
続
で
問
題
と
な
っ
て

い
た
本
拠
移
転
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
の
適
用
範
囲
内
に
は
な
い
と
い
う
結
論
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。

［
31
］　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

［
32
］　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
と
関
連
す
る
第
四
九
条
に
よ
れ
ば
、加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
、定
款
上
の
法
人
住
所
（satzungsm

äßiger 
Sitz

）、
主
た
る
管
理
機
関
（H

auptverw
altung

）
ま
た
は
主
た
る
営
業
所
（H

auptniederlassung

）
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
に
有
す
る
会
社
は

「
居
住
移
転
の
自
由
」
を
享
受
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
加
盟
国
法
に
、
こ
こ
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
、
原
則
と

し
て
、
こ
の
基
本
的
自
由
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

［
33
］　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
と
結
び
付
い
て
い
る
第
四
九
条
に
よ
れ
ば
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
と
い
う
概
念
に
は
、
第
五
四
条
に
挙
げ
ら
れ



三
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

た
会
社
に
有
利
に
す
る
た
め
、
特
に
、
会
社
居
住
地
国
の
諸
規
定
に
従
っ
て
会
社
を
設
立
・
指
揮
す
る
権
利
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
受
入

加
盟
国
法
上
の
要
件
が
順
守
さ
れ
、
し
か
も
特
に
、
受
入
加
盟
国
で
、
当
該
会
社
と
受
入
加
盟
国
法
秩
序
と
の
結
び
付
き
に
と
っ
て
必
要
な
基
準
が

満
た
さ
れ
て
い
る
限
り
、
居
住
移
転
の
自
由
と
い
う
概
念
に
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法

人
形
式
の
変
更
を
求
め
る
請
求
権
（
こ
の
意
味
で
、
一
九
八
八
年
九
月
二
七
日
の
デ
ィ
リ
ー
・
メ
イ
ル
社
事
件
判
決
（81/87, EU

:C:1988:456

［
17
］
参
照
））
が
含
ま
れ
て
い
る
。

［
34
］　

こ
の
点
で
連
想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど
の
国
の
法
が
会
社
準
拠
法
と
な
る
か
を
決
定
す
る
連
結
点
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
と

い
う
点
の
判
断
資
格
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
法
と
し
て
は
統
一
さ
れ
な
い
ま
ま
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
に
よ
っ
て
各
加
盟
国
の
権
限
内
に
置
か

れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
各
加
盟
国
の
規
定
を
み
る
と
、
会
社
の
定
款
上
の
法
人
住
所
（satzungsm

äßiger Sitz

）、
主
た
る
管
理
機
関

（H
auptverw

altung

）、
そ
れ
に
主
た
る
営
業
所
（H
auptniederlassung

）
が
そ
の
よ
う
な
結
び
付
き
を
示
す
連
結
点
と
し
て
同
じ
よ
う
に
考
慮

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
意
味
で
参
照
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
一
九
八
八
年
九
月
二
七
日
の
デ
ィ
リ
ー
・
メ
イ
ル
社
事
件
判
決
（81/87, 

EU
:C:1988:456

［
19
］
な
い
し
［
21
］）。

［
35
］　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
の
場
合
、
会
社
の
設
立
に
つ
き
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
が
定
め
る
諸
要
件
を
、
特
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
内
で
同
社

と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
秩
序
と
の
結
び
付
き
に
必
要
な
基
準
を
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
満
た
し
て
い
る
限
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
の
会
社
で
あ
る
ポ
ル

ブ
ー
ト
社
は
、
居
住
移
転
の
自
由
に
よ
っ
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
会
社
へ
と
法
人
形
式
の
変
更
を
求
め
る
請
求
権
を
有
す
る
と
い
う
結
論
が

引
き
出
さ
れ
る
。

［
36
］　

ポ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
両
政
府
の
陳
述
で
も
、
こ
の
結
論
に
疑
問
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

［
37
］　

第
一
に
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
受
入
加
盟
国
で
事
実
的
な
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
陳
述
は
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

［
38
］　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
第
一
の
加
盟
国
で
会
社
を
設
立
す
る
目
的
が
、
設
立
後
に
第
二
の
加
盟
国
に
移
転
し
て
そ
こ
に
居

住
し
か
つ
事
業
活
動
の
全
部
ま
た
は
大
部
分
を
第
二
の
加
盟
国
で
行
お
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
な
場
合
で
も
、
定
款
上
の
法
人
住
所
を
有
す
る

加
盟
国
の
国
内
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
従
た
る
営
業
所
を
他
の
加
盟
国
に
設
け
よ
う
と
す
る
事
案
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
の
適
用
範

囲
内
に
含
ま
れ
る
（
一
九
九
九
年
三
月
九
日
の
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件
判
決
（C 212/97, EU

:C:1999:126

［
17
］））。
こ
れ
と
同
様
に
、
加
盟
国
法
に



三
四

従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
設
立
国
た
る
第
一
の
加
盟
国
で
事
業
活
動
の
全
部
ま
た
は
大
部
分
を
行
う
べ
き
場
合
で
さ
え
、
こ
の
会
社
が
他
の
加
盟

国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
、
当
該
の
他
加
盟
国
に
お
い
て
、
同
社
と
当
該
国
法
秩
序
と
の
結
び
付
き
に
必
要
な
基
準
を
順
守
し

て
活
動
し
よ
う
と
す
る
事
案
も
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
の
適
用
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
。

［
39
］　

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
適
用
さ
れ
得
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
自
国
民
の
幾
人
か
が
、
契
約
を
通
し
て

作
り
出
し
た
軽
減
措
置
を
濫
用
し
て
、
自
国
法
の
適
用
を
免
れ
る
と
い
っ
た
事
態
を
防
止
す
る
措
置
を
加
盟
国
が
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と

い
う
問
題
と
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
、
そ
れ
に
、
後
者
の
、
加
盟
国
が
こ
の
種
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
九
九
九
年
三
月
九
日
の
セ
ン
ト
ロ

ス
社
事
件
判
決
（C 212/97, EU

:C:1999:126 ［
18
］
お
よ
び
［
24
］）、
二
〇
〇
三
年
九
月
三
〇
日
の
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
・
ア
ー
ト
社
事
件
判
決
（C 

167/01, EU
:C:2003:512

）［
98
］）。

［
40
］　

し
か
し
な
が
ら
、有
利
な
法
規
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
し
て
、会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
（satzungsm

äßiger Sitz

）
や
事
実
上
の
本
拠

（tatsächlicher Sitz

）
を
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
け
て
い
る
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
は
濫
用
に
当
た
ら

な
い
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
こ
の
意
味
で
参
照
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
一
九
九
九
年
三
月
九
日
の
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件
判
決

（C 212/97, EU
:C:1999:126

［
27
］）、
二
〇
〇
三
年
九
月
三
〇
日
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
・
ア
ー
ト
社
事
件
判
決
（C 167/01, EU

:C:2003:512

［
96
］））。

［
41
］　

そ
れ
ゆ
え
、
本
件
の
出
発
点
に
置
か
れ
た
手
続
の
場
合
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
事
実
上
の
本
拠
の
移
転
に
触
れ
な
い
ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所

を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
移
転
す
る
こ
と
の
み
を
決
議
し
て
い
た
と
い
う
事
情
だ
け
で
、
こ
の
移
転
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
の

適
用
範
囲
内
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
帰
結
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

［
42
］　

第
二
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
陳
述
と
は
逆
で
あ
る
が
、
一
九
八
八
年
九
月
二
七
日
の
デ
ィ
リ
ー
・
メ
イ
ル
社
事
件
判
決
（81/87, 

EU
:C:1988:456

）
お
よ
び
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
六
日
の
カ
ー
テ
シ
オ
社
事
件
判
決
（C 210/06, EU

:C:2008:723

）
を
み
て
も
、
こ
れ
ら
の
判
決

か
ら
、
居
住
移
転
の
自
由
を
認
め
る
た
め
に
は
、
会
社
の
定
款
上
の
法
人
住
所
の
移
転
と
事
実
上
の
本
拠
の
移
転
が
必
然
的
に
並
行
し
て
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

［
43
］　

む
し
ろ
、こ
れ
ら
両
判
決
お
よ
び
二
〇
一
二
年
七
月
一
二
日
の
ヴ
ァ
ー
レ
社
事
件
判
決
（C 378/10, EU

:C:2012:440

）
か
ら
読
み
取
れ
る
が
、

現
行
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
法
の
も
と
で
は
、
自
国
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
ど
の
加
盟
国
も
、
会
社
が
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら



三
五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

な
い
連
結
点
を
任
意
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
が
、
他
の
加
盟
国
法
に
従
っ
て
今
後
も
存
続
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

他
の
加
盟
国
法
上
の
諸
要
件
を
順
守
し
、
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
て
い
る
場
合
、
設
立
加
盟
国
の
連
結
点
決
定
権

限
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
に
関
す
る
諸
規
定
の
適
用
範
囲
か
ら
会
社
の
設
立
お
よ
び
解
散
に
関
す
る
設
立
加
盟
国
の
法
を
除
外
す
る
こ
と
と
結

び
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
特
に
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
は
、
設
立
加
盟
国
が
越
境
的
法
人
形
式
の
変
更
を
自
国
内
で
の
法
人
形
式
変
更
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
る
要
件
よ
り
も
厳
格
な
要
件
の
下
に
置
く
と
い
う
や
り
方
で
、
会
社
の
行
動
を
禁
止
し
た
り
妨
げ
た
り
す
る
設
立
加
盟
国
の
行
動
を
正
当

化
し
て
い
な
い
（
こ
の
意
味
で
参
照
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
一
九
八
八
年
九
月
二
七
日
の
デ
ィ
リ
ー
・
メ
イ
ル
社
事
件
判
決
（81/87, EU

:C:1988:456

［
19
］
な
い
し
［
21
］）、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
六
日
の
カ
ー
テ
シ
オ
社
事
件
判
決
（C 210/06, EU

:C:2008:723 

［
109
］
な
い
し
［
112
］）
お
よ
び

二
〇
〇
八
年
七
月
一
二
日
の
ヴ
ァ
ー
レ
社
事
件
判
決
（C 378/10, EU

:C:2012:440

［
32
］））。

［
44
］　

結
局
、
提
示
さ
れ
た
第
三
の
論
点
に
対
す
る
解
答
と
し
て
い
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設

立
さ
れ
た
会
社
が
事
実
上
の
本
拠
を
移
転
し
な
い
ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
、
こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
受
入
国
で
適
用
さ
れ

る
諸
規
定
を
順
守
し
、
受
入
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
事
案
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（dass die A
rt. 49 und 54 A

E
U
V
 dahin auszulegen sind, dass die N

iederlassungsfreiheit für die V
erlegung des 

satzungsm
äßigen Sitzes einer nach dem

 Recht eines M
itgliedstaats gegründeten Gesellschaft in einen anderen M

itgliedstaat 
gilt, durch die diese unter Einhaltung der dort geltenden Bestim

m
ungen ohne V

erlegung ihres tatsächlichen Sitzes in eine 
dem
 Recht dieses anderen M

itgliedstaats unterliegende Gesellschaft um
gew
andelt w

erden soll

）。（
（5
（

”

［
29
］
で
は
、「
第
三
の
論
点
」
が
「
最
初
に
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
、述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、「
第
三
の
論
点
」
が
、

「
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
の
加
盟
国
へ
移
転
す
る
こ
と
で
、
事
実
上
の
本
拠
を
移
転
し
な
く

て
も
、
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
の
法
人
形
式
へ
転
換
し
て
い
る
事
案
に
も
『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
よ

う
に
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
」（
論
点
㋩
）
と
表
現
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
表
現
は
、「
Ｅ
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六

Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、『
会
社
が
そ
の
法
人
形
式
を
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
変
更
す
る
目
的
で
、
定
款
上

の
法
人
住
所
を
当
該
の
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
な
が
ら
、
こ
の
企
業
が
設
立
時
の
加
盟
国
に
主
た
る
本
拠
（
事
実
上
の
本
拠
）
を
残
し
て

い
る
場
合
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
が
認
め
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う

当
初
の
論
点
③
に
対
応
し
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
論
点
㋩
は
、「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
適
用
範
囲
は
こ
の
よ
う
な
背

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

景
の
下
で
も
開
か
れ
て
い
る
か
否
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
」）

00

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

000

」
と
い
う
論
点
❸
を
念
頭
に
置
い
た
理
解
で
あ

る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
し
て
、
論
点
㋩
に
対
す
る
解
答
は
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、『
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設

立
さ
れ
た
会
社
が
事
実
上
の
本
拠
を
移
転
し
な
い
ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
、
こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
受
入
国

で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
を
遵
守
し
、
受
入
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
事
案
に
適
用
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

』
と
い
う
趣
旨
に
解
釈

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
肯
定
説
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
（［
44
］）。

本
件
判
決
が
当
初
の
論
点
③
を
こ
れ
と
は
異
な
る
論
点
㋩
へ
と
書
き
換
え
た
理
由
を
探
る
ヒ
ン
ト
は
、
次
の
［
30
］
に
現
れ
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
両
政
府
が
、
本
件
に
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
適
用
さ
れ
ず
、

そ
の
結
果
、
会
社
は
本
件
の
よ
う
な
事
案
で
「
居
住
移
転
の
自
由
」
を
享
受
で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
の
主
張
を
行
っ
て
い
た
点
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。［
31
］
で
は
、
両
政
府
の
主
張
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
「『
居
住
移
転
の

自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
見
解
を
採
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
本
件
に
適
用

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

さ
れ
る
か
否
か

0

0

0

0

0

0

と
い
う
二
者
択
一
型
の
前
提
的
論
点
（
論
点
㋩
お
よ
び
論
点
❸
）
と
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
適
用

さ
れ
た
結
果
、
所
定
の
法
律
効
果

0

0

0

0

0

0

0

（
制
限
的
効
果

0

0

0

0

0

）
が
発
生
す
る
か
否
か

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
二
者
択
一
型
の
論
点
（
論
点
③
、
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
法

0

0

0

0

0

0

律
効
果
が
発
生
す
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
疑
問
視
型
の
論
点
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
は
む
ろ
ん
別
の
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
個
々
の
規
範
の



三
七

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

適
用
結
果
を
確
認
し
た
う
え
で
当
該
規
範
適
用
の
可
否
を
決
定
す
る
と
い
う
立
場
が
採
ら
れ
て
い
る
に
せ
よ
、「
経
路
」
と
「
到
達
点
」

と
い
う
意
味
で
、
両
者
の
内
容
が
異
な
る
点
に
着
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
実
在
す
る
見
解
の
対
立
を
解
消
す
べ

く
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
論
点
が
優
先
さ
れ
た
事
情
を
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
し
か
し
、
論
点
①
を
論
点
③
に
優
先
す
る
理
由
は
こ
こ
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

法
治
主
義
の
も
と
で
法
の
解
釈
が
行
わ
れ
る
場
合
、
個
々
の
論
点
に
答
え
る
に
あ
た
っ
て
は
常
に
、
依
る
べ
き
判
断
基
準
が
し
か
る
べ

く
明
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
な
ぜ
本
件
に
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則

が
適
用
さ
れ
る
」
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
か
。［
32
］
で
は
、
確
か
に
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
と
関
連
す
る
第
四
九
条
に
よ
れ
ば
、
加

盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
、
定
款
上
の
法
人
住
所
（satzungsm

äßiger Sitz

）、
主
た
る
管
理
機
関
（H

auptverw
altung

）
ま
た
は
主
た

る
営
業
所
（H

auptniederlassung

）
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
に
有
す
る
会
社
は
居
住
移
転
の
自
由
を
享
受
す
る
」
と
い
う
一
般
論
の
も
と
、

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
よ
う
な
会
社
は
、
原
則
と
し
て
、
こ
の
基
本
的
自
由
を
援
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
明
言
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
立
場
そ
の
も

の
を
示
し
た
表
現
で
あ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
適
用
さ
れ
る
根
拠

0

0

そ
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
た
説
明
で
は

な
い
。［
33
］
で
は
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
と
結
び
付
い
て
い
る
第
四
九
条
に
よ
れ
ば
、
居
住
移
転
の
自
由
と
い
う
概
念
に
…
…
加

盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
の
変
更
を
求
め
る
請
求
権
…
…
が
含
ま
れ
て
い

る
」
旨
、
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約

0

0

0

0

0

0

第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

条
が
適
用
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準〈
5
〉が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
本
件
判
決
で
は
、
論
点
㋩
に
つ
き
肯
定
説
が

採
用
さ
れ
る
根
拠
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
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八

［
34
］
で
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
論
点
で
は
な
く
、
一
転
し
て
、
Ｅ
Ｕ
機
能

条
約
第
五
四
条
に
よ
っ
て
、
加
盟
国
が
会
社
準
拠
法
決
定
基
準
（
そ
れ
と
し
て
こ
こ
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
、
定
款
上
の
法
人
住
所

（satzungsm
äßiger Sitz

）、
主
た
る
管
理
機
関
（H

auptverw
altung

）、
お
よ
び
主
た
る
営
業
所
（H

auptniederlassung

）
で
あ
る
。）
を
自
由
に

決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、［
34
］
の
内
容
は
、
先
行
す
る
文
脈
に
対
応
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

と
い
う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
と
し
て
統
一
さ
れ
た
法
源
が
存
在
し
て
い
な
い
以
上
、
加
盟
国
が
自
国
の
国
際
会
社
法
（
独
立
牴
触
規
定
）

上
ど
の
よ
う
な
連
結
点
（
会
社
準
拠
法
決
定
基
準
）
を
採
用
す
る
か
と
い
う
一
方
の
論
点
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
、
統
一
法
た
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
法
の
下
で
個
々
の
会
社
に
「
居
住
移
転
の
自
由
」
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
解
釈
権
限
を
有
す
る
と
い
う

他
方
の
権
限
配
分
事
項
と
は
ま
っ
た
く
別
の
事
象
を
説
明
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、［
35
］
で
は
、
以
上
の

結
論
と
し
て
、「
会
社
の
設
立
に
つ
き
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
が
定
め
る
諸
要
件
を
、
特
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
内
で
同
社
と
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
法
秩
序
と
の
結
び
付
き
に
必
要
な
基
準
を
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
満
た
し
て
い
る
限
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
の
会
社
で
あ
る
ポ
ル
ブ
ー
ト

0

0

0

0

0

社
は
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
に
よ
っ
て

0

000

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
会
社
へ
と
法
人
形
式
の
変
更
を
求
め
る
請
求
権
を
有
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
結

ば
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
両
政
府
も
こ
の
点
に
異
議
が
な
い
旨
、
明
言
さ
れ
る
（［
36
］）。
し
か
し
、「
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
、『
居

0

0

0

0

0

0

000

0

住
移
転
の
自
由
』に
よ
っ
て
、

0

0

0

0

0

00

0

0

0

00

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
会
社
へ
と
法
人
形
式
の
変
更
を
求
め
る
請
求
権
を
有
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」と
い
う
表
現
は
、「『
居

00

0

住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
」

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

00

と
い
う
論
点
㋩
に
直
接
対
応
す
る
解
答
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
実
質
的
に
は
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条

約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
…
…
当
該
有
限
責
任
会
社
設
立
国
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
て
い
る
」
と
い
う
論
点
①
に
対
応
し
た
表
現

で
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、［
35
］
ま
で
の
記
述
内
容
の
意
味
如
何
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

そ
れ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
両
政
府
も
こ
の
点
に
異
議
が
な
い
」
と
判
断
し
た
の
は
な
ぜ
か
。



三
九

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

同
裁
判
所
は
そ
の
理
由
を
二
点
に
亘
っ
て
説
明
す
る
（［
37
］
以
下
お
よ
び
［
42
］
以
下
）。

第
一
の
理
由
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
受
入
加
盟
国
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
）
で
事
実
的
な
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
オ
ー
ス
ト
リ

ア
政
府
の
主
張
が
退
け
ら
れ
た
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
（［
37
］）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
な
認
定
を
行
っ
た
根
拠
は
、む
ろ
ん
、

「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
受
入
加
盟
国
で
事
実
的
な
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
認
定
で
き
る
」（
効
果
）
と
い
う
判

断
基
準 〈
6
〉 に
基
づ
い
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、［
38
］
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
基
準
は
、
判
断
基
準 〈
6
〉 で
は
な
く
、

ど
の
よ
う
な
事
案
が
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
か
と
い
う
別
の
論
点
に
答
え
る
際
に
必
要
と
考
え
ら
れ
た
二

つ
の
新
し
い
基
準
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
ひ
と
つ
は
、「
会
社
が
第
一
の
加
盟
国
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
で
設
立
さ
れ
た
目
的
が
、
そ
の
後

移
転
し
て
第
二
の
加
盟
国
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
）
に
居
住
し
か
つ
第
二
の
加
盟
国
で
事
業
活
動
の
全
部
ま
た
は
大
部
分
を
行
使
し
よ
う
と
す

る
こ
と
に
あ
る
場
合
で
も
、
定
款
上
の
法
人
住
所
を
有
す
る
加
盟
国
の
国
内
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
従
た
る
営
業
所
を
他
の
加

盟
国
に
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
適
用
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基

準 〈
7
〉 （
類
型
（
ａ
））
で
あ
る
。
他
の
ひ
と
つ
は
、「
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
設
立
国
た
る
第
一
の
加
盟
国
で
事
業
活
動

の
す
べ
て
ま
た
は
大
部
分
を
行
う
べ
き
場
合
で
さ
え
、
こ
の
会
社
が
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
、
当
該
の

他
の
加
盟
国
に
お
い
て
、同
社
と
当
該
国
法
秩
序
と
の
結
び
付
き
に
必
要
な
基
準
を
順
守
し
て
活
動
し
よ
う
と
す
る
と
き
」（
要
件
）→「『
居

住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
適
用
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準 〈
8
〉 （
類
型
（
ｂ
））
で
あ
る
。
会
社
設
立
目
的
に
注
目

す
る
判
断
基
準 〈
7
〉 と
会
社
の
事
業
活
動
の
実
態
に
着
目
す
る
判
断
基
準 〈
8
〉 と
が
互
い
に
選
択
的
関
係

0

0

0

0

0

に
あ
る
と
み
れ
ば
、
こ
れ
ら

二
つ
の
要
件
部
分
を
「
ま
た
は
」
と
い
う
接
続
詞
を
挟
ん
で
ひ
と
つ
の
基
準
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
基
準
が

互
い
に
累
積
的
関
係
に
あ
る
と
み
れ
ば
、
両
者
は
「
か
つ
」
と
い
う
副
詞
で
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
先
例
に
即
し
て
整
理
さ



四
〇

れ
た
こ
れ
ら
二
種
類
の
判
断
基
準
の
い
ず
れ
に
よ
る
べ
き
か
の
振
分
け
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
判
断
基
準 〈
7
〉 の
要
件
部
分

お
よ
び
判
断
基
準 〈
8
〉 の
要
件
部
分
の
文
言
が
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
要
件
該
当
性
の
有
無

が
決
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
法
律
効
果
（「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
適
用
範
囲
内
に
含
ま
れ
る
」）
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
判
決
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
何
の
説
明
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

［
39
］
で
は
、
ま
ず
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
適
用
さ
れ
得
る
か
否
か
」
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
の
論
点
㋑

と
、「
自
国
民
の
幾
人
か
が
、
契
約
を
通
し
て
作
り
出
し
た
軽
減
措
置
を
濫
用
し
て
、
自
国
法
の
適
用
を
免
れ
る
と
い
っ
た
事
態
を
防
止

す
る
措
置
を
加
盟
国
が
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
」
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
の
論
点
㋺
が
別
物
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
論
点
㋺
に
つ
き
、
加
盟
国
が
、
自
国
法
の
適
用
を
免
れ
る
事
態
を
防
止
す
る
措

置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
解
答
が
示
さ
れ
る
。
論
理
的
に
み
れ
ば
、
論
点
㋑
に
つ
き
肯
定
説
が
採
用
さ
れ
た
後
に
初
め
て
、
Ｅ

Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
の
適
用
に
対
す
る
制
限
の
可
否
と
い
う
論
点
㋺
が
登
場
す
る
と
い
う
説
明
は
十
分
に
了
解
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、こ
の
意
味
で
、前
者
の
指
摘
に
疑
問
は
な
い
。
後
者
に
つ
い
て
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
加

盟
国
は
…
…
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
効
果
）
旨
の
判
断
基
準 〈
9
〉 が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判
例
法
と
し
て
成
立
し
て

い
る
こ
と
は
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
基
準
の
要
件
部
分
は
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。［
40
］
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所

の
判
例
（
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件
判
決
、
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
・
ア
ー
ト
社
事
件
判
決
）
に
よ
れ
ば
、「
有
利
な
法
規
の
適
用
を
受
け
よ
う
」
と
す
る

目
的
で
「
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
（satzungsm

äßiger Sitz

）
や
事
実
上
の
本
拠
（tatsächlicher Sitz

）
を
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
け
」

て
い
て
も
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
は
、
濫
用
に
当
た
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）

→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
『
濫
用
』
に
該
当
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準 〈
10
〉 が
想
定
さ
れ
て
お
り
、「
有
利
な
法
の
適



四
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

用
を
受
け
る
目
的
を
有
す
る
」
こ
と
が
こ
の
基
準
の
要
件
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
次
の
［
41
］
で
は
、ポ
ー
ラ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
両
政
府
の
主
張
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
・
第
五
四
条
の
適
用
否
定
説
、［
30
］）
に
根
拠
が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、「
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
事
実
上
の
本
拠
の
移
転
に
触
れ
な
い
ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
移
転
す
る
こ
と
の

み
を
決
議
し
て
い
た
と
い
う
事
情
だ
け
で
、
こ
の
移
転
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
の
適
用
範
囲
内
に
含
ま
れ
な
い
と

い
う
帰
結
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
指
摘
の
趣
旨
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。「
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
事
実
上
の
本
拠
の
移
転

に
触
れ
な
い
ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
移
転
す
る
こ
と
の
み
を
決
議
し
て
い
た
と
い
う
事
情
だ
け
」
と
い
う
部
分

は
、
右
の
基
準
の
要
件
解
釈
の
結
果
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
法
人
住
所
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
移
転
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
有
限
責
任
会

社
へ
の
法
人
形
式
転
換
が
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
「
濫
用
」
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、「
こ
の
移
転
が
Ｅ
Ｕ

機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
の
適
用
範
囲
内
に
含
ま
れ
な
い
」
と
い
う
判
断
内
容
は
、
右
の
判
断
基
準
の
効
果
と
直
結
し
て
い

な
い
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、［
41
］
の
記
述
は
［
40
］
ま
で
の
内
容
と
ま
っ
た
く
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

む
ろ
ん
、
適
用
否
定
説
の
根
拠
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
「
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
の
適
用
範
囲
内
に
含
ま

れ
る
」
と
い
う
適
用
肯
定
説
が
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
、
二
者
択
一
型
論
点
の
場
合
、
往
々
に
し
て
、
一
方
が
否
定
さ
れ
れ

ば
、
他
方
が
唯
一
の
選
択
肢
と
し
て
残
る
と
み
ら
れ
が
ち
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
適
用
肯
定
説
の
論
拠
が
適
用
否
定
説
の
論
拠
の
裏
返
し

に
尽
き
る
な
ら
ば
、
双
方
の
説
明
は
一
体
化
し
、
比
較
の
対
象
物
が
消
滅
す
る

―
比
較
に
際
し
て
は
複
数
の
対
象
物
が
存
在
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

―
と
い
う
意
味
で
、
適
用
肯
定
説
が
適
用
否
定
説
に
優
先
す
る
客
観
的
根
拠
（「
比
較
の
第
三
項
」、
共
通
判
断
基
準
）
は
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

第
二
の
理
由
は
、
デ
ィ
リ
ー
・
メ
イ
ル
社
事
件
判
決
お
よ
び
カ
ー
テ
シ
オ
社
事
件
判
決
か
ら
、
会
社
の
定
款
上
の
法
人
住
所



四
二

（satzungsm
äßiger Sitz

）
の
移
転
と
事
実
上
の
本
拠
（tatsächlicher Sitz

）
の
移
転
が
必
然
的
に
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、「
居

住
移
転
の
自
由
」
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
帰
結
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
（［
42
］）。

そ
こ
で
は
、
推
測
す
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
「
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
と
事
実
上
の
本
拠
を
同
時
に

0

0

0

移
転
す
る
と
き
」（
要
件
）

→
「
当
該
会
社
に
『
居
住
移
転
の
自
由
』
を
認
め
る
」（
効
果
）
と
い
う
趣
旨
の
判
断
基
準 〈
11
〉 に
立
脚
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
こ
の
判
断
基
準 〈
11
〉 を
採
用
せ
ず
、「
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
ま
た
は

0

0

0

事
実
上
の
本
拠
を
移
転
す
る
と
き
」（
要
件
）

→
「
当
該
会
社
に
『
居
住
移
転
の
自
由
』
を
認
め
る
」（
効
果
）
と
い
う
趣
旨
の
判
断
基
準 〈
12
〉 に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
判
断
基
準 〈
11
〉 と
判
断
基
準 〈
12
〉 と
の
間
で
優
先
順
位
を
付
け
よ
う
と
す
れ
ば
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→

「
判
断
基
準 〈
12
〉 を
優
先
適
用
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
趣
旨
の
、
両
者
と
は
異
な
る
客
観
的
な
判
断
基
準 〈
13
〉 が
用
意
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
点
に
関
す
る
説
明
は
次
の
［
43
］
に
は
み
ら
れ
な
い
。［
43
］
で
述
べ
ら
れ
て
い

た
の
は
、
第
一
に
、「
現
行
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
法
の
も
と
で
は
、
自
国
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
ど
の
加
盟
国
も
、

会
社
が
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
連
結
点
を
任
意
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
、
デ
ィ
リ
ー
・
メ
イ
ル
社
事
件
判
決
、
カ
ー
テ
シ
オ

社
事
件
判
決
お
よ
び
ヴ
ァ
ー
レ
社
事
件
判
決
か
ら
読
み
取
れ
る
」
こ
と
、第
二
に
、「
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
が
、他
の
加
盟
国
法
に
従
っ

て
今
後
も
存
続
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
他
の
加
盟
国
法
上
の
諸
要
件
を
順
守
し
、
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変

更
し
て
い
る
場
合
」
に
、「
設
立
加
盟
国
の
連
結
点
決
定
権
限
」
と
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
に
関
す
る
諸
規
定
の
適
用
範
囲
か
ら
会
社
の

設
立
お
よ
び
解
散
に
関
す
る
設
立
加
盟
国
の
法
を
除
外
す
る
こ
と
」
と
の
間
に
関
連
性
が
な
い
こ
と
、
第
三
に
、「
居
住
移
転
の
自
由
」

原
則
に
よ
れ
ば
、「
越
境
的
法
人
形
式
の
変
更
を
自
国
内
で
の
法
人
形
式
変
更
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
要
件
よ
り
も
厳
格
な
要
件
の
下
に

置
く
と
い
う
や
り
方
で
、設
立
加
盟
国
が
会
社
の
行
動
を
禁
止
し
た
り
妨
げ
た
り
す
る
」
行
動
は
正
当
化
さ
れ
な
い
こ
と
、こ
れ
ら
で
あ
っ



四
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

た
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、［
43
］
の
記
述
は
、
右
の
ど
の
判
断
基
準
と
も
関
わ
り
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

［
44
］
で
は
、「
第
三
の
論
点
」、
す
な
わ
ち
、「
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
の
加
盟
国
へ
移
転

す
る
こ
と
で
、
事
実
上
の
本
拠
を
移
転
し
な
く
て
も
、
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
の
法
人
形
式
へ
転
換
し
て
い
る
事
案
に
も
『
居
住

0

0

移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
」（
論

点
㋩
、［
29
］）
と
い
う
照
会
事
項
へ
の
解
答
を
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会

社
が
事
実
上
の
本
拠
を
移
転
し
な
い
ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
、
こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
受
入
国
で
適
用
さ
れ

る
諸
規
定
を
順
守
し
、
受
入
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
事
案
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
、
し
か
し
な
が
ら
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、
会
社
が
そ
の
法
人

形
式
を
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
変
更
す
る
目
的
で
、
定
款
上
の
法
人
住
所
を
当
該
の
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
な
が
ら
、
こ
の
企
業

が
設
立
時
の
加
盟
国
に
主
た
る
本
拠
（
事
実
上
の
本
拠
）
を
残
し
て
い
る
場
合
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
が
認
め
ら
れ

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
当
初
の
論
点
③
に
対
す
る
解
答
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
先
行

裁
判
要
請
の
論
点
③
と
本
件
判
決
の
論
点
㋩
と
の
間
に
対
応
性
が
欠
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
ｃ
）「
第
三
の
論
点
」（［
29
］）
に
つ
き
、
こ
の
よ
う
に
、「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る

00

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
機
能

条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
解
釈
さ
れ
る
」旨
の
判
断
を
経
て（［
44
］）、審
理
の
対
象
は
論
点
①
お
よ
び
論
点
②
に
移
行
す
る
。「
第

一
の
論
点
お
よ
び
第
二
の
論
点
に
つ
い
て
」（［
45
］）
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

“［
45
］　

本
件
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
、
ま
と
め
て
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
の
論
点
お
よ
び
第
二
の
論
点
を



四
四

介
し
て
得
よ
う
と
し
た
答
え
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
の
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
、
こ
の
移
転
に
よ
り
、
同

社
が
、
移
転
先
国
で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
を
順
守
し
て
、
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を
、
同
社
の
設
立
国
で

の
解
散
の
有
無
に
か
か
ら
し
め
る
旨
の
加
盟
国
規
定
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
違
反
す
る
と
い
う
趣
旨
に
、
Ｅ

Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
（ob die A

rt. 49 und 54 A
EU
V
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）
と
い
う
点
に
関
わ
る
。（
（5
（

”

［
45
］
で
は
、「
ま
と
め
て
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
表
現
で
、「
第
一
の
論
点
お
よ
び
第
二
の
論
点
」
が
「
加
盟
国
法

に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
の
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
、
こ
の
移
転
に
よ
り
、
同
社
が
、
移
転
先
国
で
適
用
さ
れ
る

諸
規
定
を
順
守
し
て
、
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を
、
同
社
の
設
立
国
で
の
解
散
の
有
無
に
か
か

ら
し
め
る
旨
の
加
盟
国
規
定
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
違
反
す
る
と
い
う
趣
旨
に
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

否
か
」（
論
点
㋑
）
と
表
現
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
、
先
行
裁
判
要
請
に
お
け
る
論

点
①
お
よ
び
論
点
②
と
本
件
判
決
の
理
解
（
論
点
㋑
）
と
が
対
応
し
て
い
る
か
否
か
が
ま
ず
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

論
点
①
は
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
設
立
国
で
取
得
し
た
法
人
格
の
存
続
を
定
め
る
社
員
総
会
決
議
に
基

づ
い
て
他
の
加
盟
国
で
有
限
責
任
会
社
が
新
た
に
設
立
さ
れ
て
い
る
場
合
、
設
立
国
で
清
算
を
行
っ
た
後
に
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
に
限

り
商
業
登
記
簿
上
抹
消
で
き
る
旨
の
当
該
有
限
責
任
会
社
設
立
国
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
て
い
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条



四
五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
当
該
規
定
の
適
用
を
妨
げ
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
場
合
を
想
定
し
た
論
点
②
は
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第

0

0

0

0

0

0

0

四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
経
常
取
引
決
算
書
の
作
成
、
債
権
の
取
立
て
、
債
務
の
履
行
と
会
社
財
産
の
処
分
、
債
権
者
の
満
足
ま
た

は
保
全
を
図
る
措
置
、
以
上
に
関
す
る
財
務
報
告
書
の
提
出
、
な
ら
び
に
、
帳
簿
類
お
よ
び
文
書
類
の
保
管
者
の
任
命
、
こ
れ
ら
す
べ
て

を
定
め
、
か
つ
、
解
散
に
先
ん
じ
て
商
業
登
記
簿
か
ら
の
抹
消
に
必
要
な
、
転
出
会
社
の
清
算
手
続
実
施
義
務
を
定
め
る
加
盟
国
法
上
の

0

0

0

0

0

0

規
定
が

0

0

0

、
転
出
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
を
守
る
と
い
う
意
味
の
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か
つ
相

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

00

0

0

0

0

0

当
な
手
段
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
で
あ
っ
た
。
先
行
裁
判
要
請
で
は
、
ま
ず
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規

定
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
い
う
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
反
す
る
か
否
か
（
論
点
①
）
が
問
わ
れ
、
一
旦

は
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
反
す
る
」
と
判
断
さ
れ
た
場
合
で
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
規
定
の
当
該
適
用
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る

目
的
で
別
に
例
外
規
定
（「
当
該
規
定
が
『
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
適
切
、
必
要
か
つ
相
当
な
手
段
』
と
い
う
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
と
き
」（
要
件
）

→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
反
す
る
と
の
基
準
を
適
用
し
な
い
（『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
反
し
な
い
）」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
（
右
の

判
断
基
準
の
適
用
基
準
））
を
想
定
し
た
う
え
で
、
そ
う
し
た
例
外
規
定
の
要
件
に
該
当
す
る
か
否
か
（
論
点
②
）
が
問
わ
れ
て
い
た
。
論
点

①
に
お
け
る
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
…
…
設
立
国
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
表
現
と
論
点
㋑

に
お
け
る
「
加
盟
国
規
定
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
違
反
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
表
現
と
を
対
比
す
る
と
、

表
現
上
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
の
適
用
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
よ
り
排
除
さ
れ
る

か
否
か
を
問
う
点
に
お
い
て
実
質
的
な
違
い
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ｄ
）
先
の
［
45
］
で
は
、
先
行
裁
判
要
請
に
お
け
る
予
備
的
な
二
段
階
構
成
が
論
点
㋑
に
統
合
さ
れ
る
旨
、
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
は
、
統
合
の
理
由
に
つ
い
て
ま
で
は
説
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
論
点
②
（「
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

00
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必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
に
、解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」）
と
対
比
す
る
と
、表
現
上
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、次
の
「『
居

住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
の
存
在
に
つ
い
て
」（［
46
］
な
い
し
［
51
］）
に
お
い
て
、
法
務
官
報
告
書
の
論
点
❶
（「
居
住
移
転

の
自
由
」
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
か
否
か
）
に
相
当
す
る
論
点
㋺
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

“［
46
］　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
は
、
居
住
移
転
の
自
由
に
対
す
る
制
限
を
撤
廃
す
る
旨
を
定
め
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
に
よ

れ
ば
、
居
住
移
転
の
自
由
の
行
使
を
禁
止
し
た
り
、
阻
止
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
そ
の
魅
力
を
減
じ
さ
せ
た
り
す
る
、
い
か
な
る
措
置
も
、
居
住
移

転
の
自
由
に
対
す
る
制
限
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
九
日
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
リ
ッ
ド
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
判
決
（C 

371/10, EU
:C:2011:785

［
36
］
お
よ
び
同
所
に
挙
げ
ら
れ
た
判
例
））。

［
47
］　

本
件
で
は
、
先
行
裁
判
要
請
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
の
会
社
の
法
人
住
所
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
か
ら
他

の
加
盟
国
へ
移
転
し
て
も
、
同
国
国
際
私
法
典
第
一
九
条
第
一
項
に
よ
り
、
同
社
の
法
人
格
は
喪
失
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
務
官
が
そ
の
最
終

報
告
書
の
［
46
］
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
法
人
格
が
原
則
と
し
て
コ
ン
ソ
イ
ユ
土
木
建
築
有
限
責
任
会
社

と
い
う
か
た
ち
で
存
続
す
る
余
地
の
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

［
48
］　

ポ
ー
ラ
ン
ド
商
事
会
社
法
典
第
二
七
〇
条
第
二
号
お
よ
び
第
二
七
二
条
に
よ
る
と
、
同
法
第
五
六
二
条
第
一
項
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
、
清
算

手
続
終
了
時
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
か
ら
他
の
加
盟
国
へ
法
人
住
所
を
移
転
す
る
旨
の
社
員
決
議
は
、
会
社
の
解
散
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
法
第
二
八
八
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
か
ら
他
の
加
盟
国
へ
法
人
住
所
を
移
転
し
よ
う
と
す
る
会
社
が
商
業
登
記
簿
上
清
算
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
こ
れ
を
抹
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

［
49
］　

そ
れ
ゆ
え
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
よ
う
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
の
会
社
は
、
確
か
に
原
則
と
し
て
、
法
人
格
を
失
う
こ
と
な
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共

和
国
か
ら
他
の
加
盟
国
へ
定
款
上
の
法
人
住
所
を
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
の
会
社
は
、
あ
ら
か
じ
め
清
算
手
続
を

実
施
す
る
と
い
う
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
商
業
登
記
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

［
50
］　

そ
の
際
、
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
件
先
行
裁
判
要
請
に
よ
る
と
、
清
算
と
い
う
概
念
に
は
、
会
社
の
日
常
業
務
の
終
了
、

会
社
が
有
す
る
債
権
の
回
収
、
債
務
の
履
行
、
会
社
財
産
の
現
金
化
、
債
権
者
の
満
足
ま
た
は
債
権
者
に
対
す
る
担
保
の
提
供
、
同
社
の
活
動
に
関



四
七

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

す
る
金
融
報
告
書
の
作
成
、
清
算
対
象
会
社
の
帳
簿
類
お
よ
び
資
料
の
保
管
者
の
任
命
、
こ
れ
ら
が
含
ま
れ
て
い
る
。

［
51
］　

こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
本
件
の
出
発
点
に
置
か
れ
た
手
続
で
問
題
と
さ
れ
た
国
内
規
定
が
、
会
社
の
越
境
的
法
人
形
式
変
更
を
難

し
く
し
た
り
、
全
面
的
に
禁
止
し
た
り
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
点
が
起
点
に
据
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ

う
な
国
内
規
定
は
、
居
住
移
転
の
自
由
に
対
す
る
制
限
を
意
味
す
る
（Folglich stellt sie eine Beschränkung der N

iederlassungsfreiheit 
dar

）（
こ
の
意
味
で
参
照
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
六
日
の
カ
ー
テ
シ
オ
判
決
（C 210/06, EU

:C:2008:723

［
112
］
お
よ
び

［
113
］））。（
（5
（

”

［
46
］
で
は
、Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
第
一
項
が
「
居
住
移
転
の
自
由
に
対
す
る
制
限
を
撤
廃
す
る
旨
を
定
め
る
」
こ
と
、「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
居
住
移
転
の
自
由
の
行
使
を
禁
止
し
た
り
、
阻
止
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
そ
の
魅
力
を
減
じ
さ
せ

た
り
す
る
、
い
か
な
る
措
置
も
、
居
住
移
転
の
自
由
に
対
す
る
制
限
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
こ
れ
ら
が
述
べ
ら
れ
て

い
た
。［
47
］
で
は
、
先
行
裁
判
要
請
お
よ
び
法
務
官
報
告
書
に
依
拠
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
際
私
法
典
第
一
九
条
第
一
項
に
よ
り
、
ポ

ル
ブ
ー
ト
社
が
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
の
会
社
の
法
人
住
所
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
か
ら
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
て
も
…
…
同
社
の
法
人
格

は
喪
失
さ
れ
」
ず
、「
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
法
人
格
が
原
則
と
し
て
コ
ン
ソ
イ
ユ
土
木
建
築
有
限
責
任
会
社
と
い
う
か
た
ち
で
存
続
す
る
余

地
の
あ
る
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。［
48
］
で
は
、ポ
ー
ラ
ン
ド
商
事
会
社
法
典
第
二
七
〇
条
第
二
号
お
よ
び
第
二
七
二
条
に
よ
る
と
、

「
清
算
手
続
終
了
時
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
か
ら
他
の
加
盟
国
へ
法
人
住
所
を
移
転
す
る
旨
の
社
員
決
議
」
に
よ
っ
て
同
社
は
解
散
さ
れ

る
こ
と
が
、
ま
た
、
同
法
第
二
八
八
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
か
ら
他
の
加
盟
国
へ
法
人
住
所
を
移
転
し
よ
う
と
す

る
会
社
が
商
業
登
記
簿
上
清
算
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
登
記
事
項
を
抹
消
で
き
な
い
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
確
認
さ
れ
て
い
る
。［
49
］
で
は
、

ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
原
則
と
し
て
法
人
格
を
維
持
し
た
ま
ま
他
の
加
盟
国
へ
定
款
上
の
法
人
住
所
を
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
事
前
に
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清
算
手
続
を
実
施
し
て
い
な
け
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
商
業
登
記
簿
か
ら
抹
消
で
き
な
い
と
い
う
帰
結
が
紹
介
さ
れ
る
。［
50
］
で
は
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
法
上
の
「
清
算
」
概
念
に
「
会
社
の
日
常
業
務
の
終
了
、
会
社
が
有
す
る
債
権
の
回
収
、
債
務
の
履
行
、
会
社
財
産
の
現
金
化
、

債
権
者
の
満
足
ま
た
は
債
権
者
に
対
す
る
担
保
の
提
供
、
同
社
の
活
動
に
関
す
る
金
融
報
告
書
の
作
成
、
清
算
対
象
会
社
の
帳
簿
類
お
よ

び
資
料
の
保
管
者
の
任
命
」、
こ
れ
ら
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
し
て
、［
51
］
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
当
該
規
定
が
越
境
的
法
人
形
式
変
更
を
妨
げ
て
い
る
と
い
う
認
定
の
も
と
に
、
当
該
規
定
が
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制

限
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
て
い
た
。

（
ｅ
）
け
れ
ど
も
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
論
点
㋺
お
よ
び
論
点
❶
に
関
す
る
こ
う
し
た
判
断
（
制
限
存
在
説
）
が
そ
の
ま
ま
、
論
点
①

に
つ
き
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
…
…
設
立
国
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
判
断
に
、
ま
た
、
論

点
㋑
に
つ
い
て
「
加
盟
国
規
定
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
違
反
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
判
断
に
直
結
す
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
論
点
に
対
す
る
解
答
を
導
く
過
程
で
し
か
る
べ
き
論
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
次
の
「
居
住
移
転
の
自
由
に
対
す
る
制
限
が
正
当
か
否
か
に
つ
い
て
」（［
52
］
な
い
し
［
65
］）
と
い

う
項
で
は
、
そ
う
し
た
制
限
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
適
法
と
み
る
か
否
か
と
い
う
新
た
な
論
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
項
の
内
容

は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制
限
が
正
当
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
否
か
を
問
う
、
法
務
官
報
告
書
の
論
点
❷
に
対
応
す

る
と
同
時
に
、「
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」

を
問
う
論
点
②
に
も
関
連
す
る
。
こ
の
部
分
は
、
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

“［
52
］　
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
こ
の
種
の
制
限
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
に
従
え
ば
、
そ
う
し
た
制
限
が
公
益
と
い



四
九

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

う
強
行
的
理
由
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
適
法
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
制
限
は
、
追
求
さ
れ
て
い
る
目
標
の
達
成
を
保
障
す
る
上
で
、

適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、当
該
目
標
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
九
日
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
グ
リ
ッ
ド
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
判
決
（C 371/10, EU

:C:2011:785

［
42
］
お
よ
び
同
所
に
挙
げ
ら
れ
た
判
例
））。

［
53
］　

本
件
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
は
、
第
一
に
、
居
住
移
転
の
自
由
に
対
す
る
同
国
の
制
限
が
、
本
件
で
は
、
転
出
会
社

の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
従
業
員
を
保
護
す
る
と
い
う
目
標
を
通
じ
て
正
当
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。

［
54
］　

こ
こ
で
す
ぐ
に
連
想
さ
れ
る
の
が
、
債
権
者
お
よ
び
少
数
社
員
の
保
護
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
、
公
益
と
い

う
強
行
的
理
由
に
属
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
（
こ
の
意
味
で
参
照
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
三
日
の
セ
ヴ
ィ
ッ
チ
社
事
件
判
決

（C 411/03, EU
:C:2005:762 

［
28
］
お
よ
び
同
所
に
挙
げ
ら
れ
た
判
例
））。
こ
の
こ
と
は
、
労
働
者
の
保
護
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
（
こ
の
意
味

で
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
一
日
の
ア
ゲ
ッ
ト
・
イ
ラ
ク
リ
ス
判
決
（C 201/15, EU

:C:2016:972

［
73
］
お
よ
び
同
所
に
挙
げ
ら
れ
た
判
例
））。

［
55
］　

か
く
し
て
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、
原
則
と
し
て
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
か
つ
同
国
で
活
動
し
続
け
る

会
社
の
定
款
上
の
法
人
住
所
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
し
て
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
同
社
の
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
同
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
従
業
員
の
利
益
が
過
度
に
侵
害
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
態
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
設
立
国
の
措
置
と
両
立
す

る
。

［
56
］　

し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
の
枠
外
番
号
52
で
挙
げ
た
判
例
に
従
え
ば
、
本
件
の
出
発
点
に
置
か
れ
た
手
続
に
お
け
る
当
該
制
限
措
置
が
、
債

権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
保
護
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
上
で
適
切
で
あ
り
、
し
か
も
当
該
目
標
の
達
成
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て

い
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
57
］　

本
件
に
お
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
規
定
は
、
法
人
住
所
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
か
ら
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
よ
う
と
し
て
い
る
会
社
に
同
国

内
で
清
算
す
る
よ
う
義
務
付
け
て
い
る
。

［
58
］　

こ
の
規
定
で
は
、
一
般
的
な
清
算
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
に
関
す
る
リ
ス
ク
が

実
際
に
あ
る
か
否
か
が
顧
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
前
述
の
利
益
を
同
様
に
保
護
す
る
が
義
務
付
け
の
程
度
が
軽
い
措
置
を
選
ぶ
可
能
性
も
検
討

さ
れ
て
い
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
は
、
特
に
債
権
者
の
利
益
に
関
連
し
て
、
銀
行
保
証
や
こ
れ
と
同
価
値
の
そ
の
他
の
保
証
を
通
じ
て
債
権
者

の
利
益
を
適
切
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
、
述
べ
て
い
た
。



五
〇

［
59
］　

そ
れ
ゆ
え
、
本
件
の
出
発
点
に
置
か
れ
た
手
続
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
に
定
め
ら
れ
て
い
た
会
社
清
算
義
務
は
、
本
判
決
の
枠

外
番
号
56
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
利
益
を
保
護
す
る
と
い
う
目
標
の
達
成
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
い
る
（Folglich geht die in der im

 
A
usgangsverfahren in Rede stehenden nationalen Regelung vorgesehene V

erpflichtung zur Liquidation der Gesellschaft 
über das hinaus, w

as zur Erreichung des Ziels, die in Rn. 56 des vorliegenden U
rteils genannten Interessen zu schützen, 

erforderlich ist.

）。

［
60
］　

第
二
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
、
本
件
の
出
発
点
に
置
か
れ
た
手
続
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
を
正
当
化
す
る
に
あ
た
り
、
行
為

の
濫
用
を
阻
止
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
た
。

［
61
］　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
加
盟
諸
国
は
、
詐
欺
を
防
い
だ
り
訴
追
し
た
り
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
九

九
九
年
三
月
九
日
の
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件
判
決
（C 212/97, EU

:C:1999:126

［
38
］））。

［
62
］　

し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
の
枠
外
番
号
40
で
挙
げ
ら
れ
た
判
例
か
ら
読
み
取
れ
る
通
り
、
よ
り
有
利
な
法
規
の
適
用
を
得
よ
う
と
し
て
、
会

社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
ま
た
は
事
実
上
の
本
拠
を
加
盟
国
法
に
従
っ
て
基
礎
付
け
て
い
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
濫
用
に
は
当
た
ら
な
い
。

［
63
］　

ま
た
、
会
社
が
法
人
住
所
を
他
国
に
移
転
し
て
い
る
と
い
う
状
況
だ
け
で
は
、
租
税
回
避
が
行
わ
れ
て
い
る
と
一
般
的
に
推
定
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
条
約
上
保
障
さ
れ
た
基
本
的
自
由
の
主
張
を
妨
げ
る
措
置
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
九
日
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
グ
リ
ッ
ド
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
社
事
件
判
決
（C 371/10, EU

:C:2011:785

［
84
］））。

［
64
］　

清
算
手
続
の
実
施
を
求
め
る
義
務
は
濫
用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
一
般
的
に
推
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
本
件
の
出
発
点
に
置
か
れ
た

手
続
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
こ
の
種
の
義
務
を
定
め
た
規
定
は
、
相
当
性
を
欠
く
も
の
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（D

a die allgem
eine 

Pflicht zur D
urchführung eines Liquidationsverfahrens einer allgem

einen M
issbrauchsverm

utung gleichkom
m
t, ist eine 

Regelung w
ie die im

 A
usgangsverfahren in Rede stehende, die ein solche V

erpflichtung vorsieht, als unverhältnism
äßig 

anzusehen.

）。

［
65
］　

結
局
、
本
件
で
提
示
さ
れ
た
第
一
の
論
点
お
よ
び
第
二
の
論
点
に
対
す
る
解
答
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
の
定
款
上
の
法

人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
、
こ
の
移
転
に
よ
り
、
同
社
が
、
移
転
先
国
で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
を
順
守
し
て
、
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社

へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を
、
同
社
の
設
立
国
で
の
解
散
の
有
無
に
か
か
ら
し
め
る
旨
の
加
盟
国
規
定
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び



五
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

第
五
四
条
に
違
反
す
る
と
い
う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
に
な
る
（N

ach alledem
 ist auf die erste und die 

zw
eite V

orlagefrage zu antw
orten, dass die A

rt. 49 und 54 A
EU
V
 dahin auszulegen sind, dass sie der Regelung eines 

M
itgliedstaats entgegenstehen, die die V

erlegung des satzungsm
äßigen Sitzes einer nach dem

 Recht eines M
itgliedstaats 

gegründeten Gesellschaft in einen anderen M
itgliedstaat, durch die sie unter Einhaltung der dort geltenden Bestim

m
ungen 

in eine dem
 Recht dieses anderen M

itgliedstaats unterliegende Gesellschaft um
gew
andelt w

erden soll, von der A
uflösung 

der ersten Gesellschaft abhängig m
acht.

）。（
（5
（

”

［
52
］
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
と
し
て
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制
限
が
「
公
益
と
い
う
強
行
的
理

由
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
場
合
」
が
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
そ
こ
で
許
容
さ
れ
る
「
制
限
」
が
「
追
求
さ
れ
て
い
る
目

標
の
達
成
を
保
障
す
る
上
で
、
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
当
該
目
標
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、「
追
求
さ
れ
て
い
る
目
標
の
達
成
を
保
障
す
る
上
で
適
切
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、

当
該
目
標
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
い
な
い
と
き
」（
要
件
）
→
「
当
該
制
限
は
『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る

正
当
な
制
限
と
し
て
許
容
さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準 〈
14
〉の
存
在
が
読
み
取
れ
よ
う
。
む
ろ
ん
、
こ
の
判
断
基
準 〈
14
〉の
要

件
部
分
を
解
釈
す
る
場
合
、
そ
の
適
用
基
準
と
し
て
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
追
求
さ
れ
て
い
る
目
標
の
達
成
を

保
障
す
る
上
で
適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準 〈
15
〉や
「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
当
該

目
標
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準 〈
16
〉が
別
途
考
え
ら
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
先
の
論
点
②
で
は
「
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
」
と
い
う
表
現

が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
表
現
に
留
意
す
る
と
、
こ
こ
で
は
、
適
切
性

0

0

0

の
意
味
内
容
の
確
定
（
定
義
）
に
関
す
る
判
断
基
準
と
当
該
判



五
二

断
基
準
の
要
件
部
分
お
よ
び
効
果
部
分
の
各
文
言
に
関
す
る
解
釈
基
準
（
当
該
判
断
基
準
の
適
用
基
準
）、
必
要
性

0

0

0

の
意
味
内
容
の
確
定
（
定

義
）
に
関
す
る
判
断
基
準
と
当
該
判
断
基
準
の
要
件
部
分
お
よ
び
効
果
部
分
の
各
文
言
に
関
す
る
解
釈
基
準
（
当
該
判
断
基
準
の
適
用
基
準
）、

そ
し
て
、
相
当
性

0

0

0

の
意
味
内
容
の
確
定
（
定
義
）
に
関
す
る
判
断
基
準
と
当
該
判
断
基
準
の
要
件
部
分
お
よ
び
効
果
部
分
の
各
文
言
に
関

す
る
解
釈
基
準
（
当
該
判
断
基
準
の
適
用
基
準
）、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
綿
密
に
検
討
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
本
件
判
決
で
検
討
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
う
ち
、
必
要
性
と
相
当
性
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
。

ま
ず
、
必
要
性

0

0

0

の
有
無
に
関
す
る
検
討
の
過
程
を
確
認
し
よ
う
。［
53
］
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
自
身
、「
転
出
会
社
の
債
権

者
、
少
数
社
員
お
よ
び
従
業
員
を
保
護
す
る
と
い
う
目
標
」
の
設
定
に
よ
り
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
同
国
の
制
限
が
正

当
と
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
点
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
判
断
基
準 〈
14
〉に
依
拠
し
、
そ
の
要
件
が
具
備

さ
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
採
っ
て
い
た
と
い
う
理
解
で
も
あ
る
。［
54
］
で
は
、
債
権
者
お
よ
び
少
数
社
員
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
労

働
者
の
保
護
も
「
公
益
と
い
う
強
行
的
理
由
に
属
す
る
」
と
判
断
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
先
例
が
紹
介
さ
れ
る
。［
55
］
で
は
、

「
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
か
つ
同
国
で
活
動
し
続
け
る
会
社
の
定
款
上
の
法
人
住
所
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
し
て
他
の
加

盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
同
社
の
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
従
業
員
の
利
益
が
過

度
に
侵
害
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
態
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
設
立
国
の
措
置
」
が
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
の
解
釈
に

お
い
て
許
容
さ
れ
る
旨
、
指
摘
さ
れ
て
い
た
。［
56
］
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
の
当
該
制
限
措
置
が
、「
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労

働
者
の
利
益
保
護
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
上
で
適
切
で
あ
り
、
し
か
も
当
該
目
標
の
達
成
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
い
な
い
か
」
と
い

う
点
が
検
討
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
次
の
論
点
は
前
述
の
判
断
基
準 〈
14
〉の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る

か
否
か
と
い
う
点
に
移
行
す
る
。［
57
］
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
が
、
他
の
加
盟
国
へ
法
人
住
所
を
移
転
し
よ
う
と
す
る
会
社



五
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

に
同
国
内
で
の
清
算
を
義
務
付
け
て
い
る
点
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。［
58
］
で
は
、
第
一
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
清
算
義
務
に
関
す
る
規
定

が
一
般
的
な
内
容
で
あ
っ
て
、
法
文
上
、「
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
に
関
す
る
リ
ス
ク
が
実
際
に
あ
る
か
否
か
が
顧

慮
さ
れ
て
」
い
な
い
こ
と
、
第
二
に
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
は
、
特
に
債
権
者
の
利
益
に
関
連
し
て
、
銀
行
保
証
や
こ
れ
と
同
価
値
の

そ
の
他
の
保
証
を
通
じ
て
債
権
者
の
利
益
を
適
切
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
、
述
べ
て
い
た
」
に
も
拘
ら
ず
、
債
権
者
、
少
数
社
員

お
よ
び
労
働
者
の
「
利
益
を
同
様
に
保
護
す
る
が
義
務
付
け
の
程
度
が
軽
い
措
置
を
選
ぶ
可
能
性
も
検
討
さ
れ
て
い
な
い
」
こ
と
、
こ
れ

ら
二
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。［
59
］
で
は
、
以
上
の
検
討
結
果
と
し
て
、
判
断
基
準 〈
14
〉の
解
釈
上
、
必
要
性
と
い
う
要
件
を
満
た
し

て
い
た
か
否
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、「
当
該
規
定
に
定
め
ら
れ
て
い
た
会
社
清
算
義
務
は
、
前
記
［
56
］
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
利
益
を
保

護
す
る
と
い
う
目
標
の
達
成
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
い
る
」（
必
要
性
と
い
う
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
）
と
い
う
判
断
（
必
要
性
欠
如
説
）

が
示
さ
れ
る
（「
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、適
切
、必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
」
か
否
か
を
問
う
論
点
②
に
対
す
る
解
答
の
一
部
）。
と
は
い
え
、

そ
う
し
た
評
価
を
下
す
際
に
依
拠
さ
れ
た
は
ず
の
判
断
基
準 〈
17
〉（「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
当
該
目
標
の
達
成
の
た
め
に

必
要
な
限
度
を
超
え
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
」（
効
果
））
に
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
も
、
論
証
不
足
の
感
を
否
め
な

い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
相
当
性

0

0

0

の
有
無
に
関
す
る
検
討
結
果
を
確
認
し
よ
う
。［
60
］
で
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
濫
用
防
止
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
が
当
該
規
定
を
正
当
化
し
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。［
61
］
で
は
、
濫
用
行
為
を
防
い
だ
り
、
濫
用
し

た
者
を
訴
追
し
た
り
す
る
た
め
、
加
盟
国
が
あ
ら
ゆ
る
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
、
示
さ
れ
る
。［
62
］
で
は
、「
よ
り
有

利
な
法
規
の
適
用
を
得
よ
う
と
し
て
、
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
ま
た
は
事
実
上
の
本
拠
を
加
盟
国
法
に
従
っ
て
基
礎
付
け
て
」
い
る

だ
け
で
は
、「
濫
用
行
為
」
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
二
件
の
先
例
が
紹
介
さ
れ
る
。［
63
］
で
は
、
他
国
に
法
人
住
所
を
移
転
し
て
い
る
と



五
四

い
う
状
況
だ
け
で
租
税
回
避
が
行
わ
れ
て
い
る
と
一
般
的
に
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
条
約
上
保
障
さ
れ
た
基
本
的
自
由
の
主
張
を
妨

げ
る
措
置
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
見
方
が
示
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
濫
用
行
為
に
該
当
す
る
か
否
か
と
か
租
税
回
避
に

当
た
る
か
否
か
と
か
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
し
か
る
べ
き
判
断
基
準
と
そ
の
要
件
部
分
お
よ
び
効
果
部
分
の
解

釈
に
関
す
る
判
断
基
準
（
当
初
の
判
断
基
準
の
適
用
基
準
）
が
あ
ら
か
じ
め
提
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
個
々
の
判
断
の
当
否
を
知
る
こ
と

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、［
64
］
で
は
、
以
上
の
検
討
結
果
と
し
て
、
論
点
②
の
「
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、

適
切
、
必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
」
の
う
ち
、
相
当
性
と
い
う
要
件
に
関
し
て
、「
清
算
手
続
の
実
施
を
求
め
る
義
務

は
濫
用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
一
般
的
に
推
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
…
…
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
こ
の
種
の
義
務
を
定
め
た
規
定
は
、
相

当
性
を
欠
く
も
の
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
評
価
（
相
当
性
欠
如
説
）
が
示
さ
れ
る
（「
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、適
切
、

必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
」
か
否
か
を
問
う
論
点
②
に
対
す
る
解
答
の
一
部
）。
前
述
の
ど
の
判
断
基
準
で
も
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ

で
も
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
当
該
措
置
が
…
…
目
標
を
達
成
す
る
上
で
相
当
性
を
欠
い
て
い
る
」（
効
果
）
と
い

う
内
容
の
判
断
基
準 〈
18
〉と
、そ
の
要
件
解
釈
の
判
断
基
準 〈
19
〉（
判
断
基
準 〈
18
〉の
適
用
基
準
）
が
提
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
裁
判
所
は
「
相
当
性
を
欠
く
」
と
い
う
判
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
論
証
不
足
と
い
う
先
の
指
摘
は
こ

こ
で
も
繰
り
返
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
判
決
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
論
点
②
の
判
断
過
程
で
「
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、

適
切
、必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
」
か
否
か
が
問
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
観
点
に
つ
い
て
、累
積
（
重
畳
）
要
件
を
示
す
「
か

つ
」
と
い
う
副
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
適
切
」、「
必
要
」
お
よ
び
「
相
当
」
の
三
要
件
を
同
時
に
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
、

判
断
基
準 〈
14
〉の
効
果
（「
当
該
制
限
は
『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
正
当
な
制
限
と
し
て
許
容
さ
れ
る
」）
は
生
じ
な
い
。
こ
の
よ
う
に

み
る
と
、
本
件
判
決
で
適
切
性
の
有
無
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、



五
五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

い
ず
れ
か
の
要
件
が
欠
け
て
い
る
点
を
指
摘
す
れ
ば
足
り
る
と
こ
ろ
か
ら
、
必
要
性
の
欠
如
に
加
え
、
相
当
性
の
欠
如
に
ま
で
言
及
す
る

必
要
も
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
を
経
て
、［
65
］
で
は
、「
第
一
の
論
点
お
よ
び
第
二
の
論
点
に
対
す
る
解
答
」
と
し
て
、「
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ

れ
た
会
社
の
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
、
こ
の
移
転
に
よ
り
、
同
社
が
、
移
転
先
国
で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
を
順
守
し

て
、
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を
、
同
社
の
設
立
国
で
の
解
散
の
有
無
に
か
か
ら
し
め
る
旨
の
加

盟
国
規
定
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
違
反
す
る
と
い
う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
結
論
が

示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
部
分
は
、
前
述
の
よ
う
に
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
設
立
国
で
取
得
し
た
法
人
格
の

存
続
を
定
め
る
社
員
総
会
決
議
に
基
づ
い
て
他
の
加
盟
国
で
有
限
責
任
会
社
が
新
た
に
設
立
さ
れ
て
い
る
場
合
、
設
立
国
で
清
算
を
行
っ

た
後
に
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
に
限
り
商
業
登
記
簿
上
抹
消
で
き
る
旨
の
当
該
有
限
責
任
会
社
設
立
国
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か0

」
と
い
う
論
点
①
に
対
応
し
た
表
現
で
あ
り
、
論
点
②
に
対
す
る
解
答
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
先
に
行
わ
れ
た
、「
当
該
規
定
に
定

め
ら
れ
て
い
た
会
社
清
算
義
務
は
、
前
記
［
56
］
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
利
益
を
保
護
す
る
と
い
う
目
標
の
達
成
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
い

る
」
と
い
う
評
価
（［
59
］）
お
よ
び
「
清
算
手
続
の
実
施
を
求
め
る
義
務
は
濫
用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
一
般
的
に
推
定
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
…
…
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
こ
の
種
の
義
務
を
定
め
た
規
定
は
、
相
当
性
を
欠
く
も
の
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

評
価
（［
64
］）、
こ
れ
ら
が
論
点
②
に
対
応
す
る
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
論
点
②
に
対
す
る
解
答
も
同
時
に
示
さ
れ
て
い

た
と
み
ら
れ
な
く
も
な
い
。

最
後
に
、
繰
り
返
し
に
は
な
る
が
、「
以
上
の
理
由
か
ら
、
当
裁
判
所
（
大
法
廷
）
は
、
以
下
の
諸
点
を
正
当
と
判
定
す
る
」
と
述
べ
た

本
件
判
決
の
「
結
論
」（［
67
］）
を
改
め
て
確
認
し
て
お
こ
う（（6
（

。



五
六

“
1　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、「
こ
れ
ら
二
つ
の
規
定
が
定
め
る
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設

立
さ
れ
た
会
社
が
事
実
上
の
本
拠
を
移
さ
な
い
ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
た
上
で
、
こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
移
転
先
国
で
適

用
さ
れ
る
諸
規
定
を
順
守
し
つ
つ
、
他
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
案
に
も
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
趣
旨
に

解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、「
こ
れ
ら
二
つ
の
規
定
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所

を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
た
上
で
、
こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
移
転
先
国
で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
を
順
守
し
つ
つ
、
他
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法

人
形
式
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
案
に
お
け
る
移
転
の
可
否
を
当
初
の
会
社
の
解
散
の
有
無
に
か
か
ら
し
め
て
い
る
設
立
国
の
規
定
と
は
相
容
れ
な

い
」
と
い
う
趣
旨
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
（6
（

”

四　

最
後
に
、
本
件
判
決
に
対
す
る
総
評
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ⓐ
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
先
行
裁
判
要
請
で
照
会
し
た
論
点
は
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
会
社 

が
…
…
『
設
立
国
で
清
算
後
に
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
に
限
り
、
商
業
登
記
簿
上
、
同
社
の
登
記
事
項
を
抹
消
で
き
る
』
旨
の
当
該
有
限

責
任
会
社
設
立
国
の
規
定
の
適
用
と
矛
盾
す
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
論
点
①
）、
当
該
規
定
の
適
用
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九

0

0

0

0

0

0

0

0

0

条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、『
加
盟
国
法
上
の
、
経
常
取
引
決
算
書
の
作
成
、
債
権
の
取
立
て
、
債
務
の
履
行
と
会
社
財
産
の
処
分
、
債
権

者
の
満
足
ま
た
は
保
全
を
図
る
措
置
、
以
上
に
関
す
る
財
務
報
告
書
の
提
出
、
な
ら
び
に
、
帳
簿
類
お
よ
び
文
書
類
の
保
管
者
の
任
命
、

こ
れ
ら
す
べ
て
を
定
め
、
か
つ
、
解
散
に
先
ん
じ
て
商
業
登
記
簿
か
ら
の
抹
消
に
必
要
な
、
転
出
会
社
の
清
算
手
続
実
施
義
務
を
定
め
る

加
盟
国
法
上
の
規
定
が
、
転
出
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
を
守
る
と
い
う
意
味
の
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

00

必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
』
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
論
点
②
）、
そ
し
て
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、『
会
社
が
そ
の
法
人
形
式
を
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
変
更
す
る
目
的
で
、
定
款
上
の
法
人
住
所
を
当
該

の
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
な
が
ら
、
設
立
時
の
加
盟
国
に
事
業
の
主
た
る
本
拠
（
事
実
上
の
本
拠
）
を
残
し
て
い
る
場
合
、『
居
住
移
転
の

0

0

0

0

0

自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
』
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
論
点
③
）、
こ
れ
ら
で
あ
っ
た
。

（
ⓑ
）
本
件
判
決
の
主
文
第
一
項
で
は
、
ま
ず
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
定
め
る
『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

が
、

00

加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
事
実
上
の
本
拠
を
移
さ
な
い
ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
た
上
で
、

こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
移
転
先
国
で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
を
順
守
し
つ
つ
、
他
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
事
案
に
も
適
用
さ
れ
る
」（
論
点
Ⓐ
）
と
述
べ
ら
れ
、
そ
し
て
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
『

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

…
…
事
案
に

0

0

0

も
適
用
さ
れ
る
』
と
い
う
趣
旨
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
論
点
Ⓑ
）
と
判
示
さ
れ
て
い
た
。
主
文
第
二
項
で
は
、「
Ｅ
Ｕ
機
能

0

0

0

0

条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
た
上
で
、

こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
移
転
先
国
で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
を
順
守
し
つ
つ
、
他
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
よ
う

と
す
る
事
案
に
お
け
る
移
転
の
可
否
を
当
初
の
会
社
の
解
散
の
有
無
に
か
か
ら
し
め
て
い
る
設
立
国
の
規
定
と
相
容
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
論
点
Ⓒ
）

と
認
定
さ
れ
、
そ
し
て
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
『
…
…
設
立
国
の
規
定
と
相
容
れ
な
い
』
と
い
う
趣
旨
に
解

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
論
点
Ⓓ
）
と
結
ば
れ
て
い
た
。

本
件
判
決
で
は
、
先
行
裁
判
要
請
に
挙
げ
ら
れ
た
三
つ
の
論
点
を
取
り
上
げ
る
に
先
立
ち
、「
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移

転
し
、
移
転
先
国
の
法
人
形
式
を
採
用
し
、
会
社
準
拠
法
も
同
国
法
へ
変
更
し
な
が
ら
、
事
実
上
の
本
拠
を
設
立
国
に
残
し
て
い
る
会
社

に
対
し
て
も
『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

否
か
」（
論
点
Ⓐ
）
と
い
う
問
い
が
設
定
さ
れ
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

、『
こ
れ
ら
二
つ
の
規
定
が
定
め
る
『『
居
住
移
転
の
自
由
』』
原
則
が
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が



五
八

事
実
上
の
本
拠
を
移
さ
な
い
ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
た
上
で
、
こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
移
転
先
国
で
適
用
さ
れ

る
諸
規
定
を
順
守
し
つ
つ
、
他
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
案
に
も
適
用
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』
と
い
う
趣
旨

に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
解
答
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
法
律
構
成
は
、
法
務
官
報
告
書
の
認
識
（［
25
］、
論

点
❸
）
お
よ
び
法
務
官
報
告
書
の
結
論
（［
67
］
第
一
項
目
）
に
対
応
す
る
。
本
件
判
決
に
お
け
る
こ
う
し
た
前
提
へ
の
言
及
は
、
法
務
官

報
告
の
場
合
と
同
様
、ポ
ー
ラ
ン
ド
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
、両
政
府
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
の
不
適
用
説
（［
30
］）

へ
の
解
答
が
必
要
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ⓒ
）
肝
心
の
照
会
事
項
に
関
し
て
、
本
件
判
決
で
は
、「
第
一
の
論
点
お
よ
び
第
二
の
論
点
」
に
代
え
て
、「
第
三
の
論
点
」
が
ま
ず

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、そ
こ
に
い
う
「
第
三
の
論
点
」
は
、先
行
裁
判
要
請
に
お
け
る
論
点
③
で
は
な
く
、「
加
盟
国
法
に
従
っ

て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
の
加
盟
国
へ
移
転
す
る
こ
と
で
、
事
実
上
の
本
拠
を
移
転
し
な
く
て
も
、
他
の
加
盟
国

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

法
に
服
す
る
会
社
の
法
人
形
式
へ
転
換
し
て
い
る
事
案
に
も
『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条

0

0

0

0

0

約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

否
か
」
と
書
き
換
え
ら
れ
た
新
た
な
論
点
㋩
（［
29
］）
で
あ
っ
た
。
論
点
㋩
に
つ

い
て
は
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、『
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
事
実
上
の
本
拠
を
移
転
し
な
い

ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
、
こ
の
移
転
を
も
っ
て
、
受
入
国
で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定
を
順
守
し
、
受
入
国
法
に

0

0

0

0

0

服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
事
案
に
適
用
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』
と
い
う
趣
旨
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
解
答
が
与
え

ら
れ
て
い
る
（［
44
］）。
そ
の
後
に
言
及
さ
れ
た
「
第
一
の
論
点
お
よ
び
第
二
の
論
点
」
の
項
で
、論
点
①
に
つ
い
て
は
、「
加
盟
国
法
に
従
っ

て
設
立
さ
れ
た
会
社
の
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
加
盟
国
へ
移
転
し
、
こ
の
移
転
に
よ
り
、
同
社
が
、
移
転
先
国
で
適
用
さ
れ
る
諸
規
定

を
順
守
し
て
、
他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を
、
同
社
の
設
立
国
で
の
解
散
の
有
無
に
か
か
ら
し
め



五
九

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

る
旨
の
加
盟
国
規
定
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
違
反
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判

示
さ
れ
て
い
た
（［
65
］）。
ま
た
、
論
点
②
に
つ
い
て
は
、「
当
該
規
定
に
定
め
ら
れ
て
い
た
会
社
清
算
義
務
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
前
記
［
56
］
に
挙
げ
ら

れ
た
諸
利
益
を
保
護
す
る
と
い
う
目
標
の
達
成
に
必
要
な
限
度
を
超
え
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（［
59
］）
だ
け
で
な
く
、「
清
算
手
続
の
実
施
を
求
め
る

義
務
は
濫
用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
一
般
的
に
推
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、…
…
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
こ
の
種
の
義
務
を
定
め
た
規
定
は
、

相
当
性
を
欠
く

0

0

0

0

0

0

も
の
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（［
64
］）
と
い
う
理
由
で
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
加
盟
国
法
上
の
規
定
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
解
釈
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
（
こ
の
判
断
は
、「
清
算
手
続
の
実
施
と
い
う
一
般
的
義
務
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ

か
つ
他
の
加
盟
国
法
上
の
法
人
形
式
へ
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
従
業
員
を
保
護
す
る
方
法
と
し
て
、
相
当
で
は
な
い
」

と
い
う
法
務
官
報
告
書
の
結
論
（［
67
］
第
三
項
目
）
に
対
応
す
る
。）。
そ
し
て
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、『
会
社
が

そ
の
法
人
形
式
を
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
変
更
す
る
目
的
で
、
定
款
上
の
法
人
住
所
を
当
該
の
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
な
が
ら
、

こ
の
企
業
が
設
立
時
の
加
盟
国
に
主
た
る
本
拠
（
事
実
上
の
本
拠
）
を
残
し
て
い
る
場
合
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
が

認
め
ら
れ
る
』
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
当
初
の
論
点
③
に
つ
い
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
「
規
定

が
、
会
社
の
越
境
的
法
人
形
式
変
更
を
難
し
く
し
た
り
、
全
面
的
に
禁
止
し
た
り
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
」
と
の
認
定
に
基
づ
い

て
、「
こ
の
よ
う
な
国
内
規
定
は
、居
住
移
転
の
自
由
に
対
す
る
制
限
を
意
味
す
る

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
判
定
さ
れ
た
（［
51
］）
だ
け
で
な
く
、さ
ら
に
、「
追

求
さ
れ
て
い
る
目
標
の
達
成
を
保
障
す
る
上
で
、
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
当
該
目
標
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
限
度
を

超
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
留
保
を
付
し
つ
つ
、「
公
益
と
い
う
強
行
的
理
由
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
場
合
に
」、「
居
住
移
転
の
自
由
」

0

0

0

0

0

0

00

原
則
に
対
す
る
制
限
が
認
め
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

旨
（［
52
］）、
指
摘
さ
れ
て
い
た
。



六
〇

五 

結
び
に
代
え
て

一　

ポ
ル
ブ
ー
ト
社
事
件
の
事
実
関
係
、
法
務
官
報
告
書
お
よ
び
本
件
判
決
の
内
容
と
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
結
果
は
右
に
述
べ
た
通
り
で

あ
る
。
以
上
の
整
理
か
ら
、先
行
裁
判
要
請
、法
務
官
報
告
書
お
よ
び
本
件
判
決
、こ
れ
ら
三
者
に
お
け
る
論
点
の
捉
え
方
の
相
違
と
個
々

の
論
点
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
過
程
の
法
律
構
成
の
差
異
と
そ
こ
で
の
問
題
点
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
本
件
判
決
は
、
今
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
域
内
で
、
主
た
る
本
拠
（
事
実
上
の
本
拠
）
を
設
立
時
加
盟
国
に
残
し
な
が
ら
、

他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
目
的
を
も
っ
て
定
款
上
の
法
人
住
所
を
当
該
加
盟
国
へ
移
転
す
る
会
社
が
「
居
住

移
転
の
自
由
」
を
主
張
で
き
る
旨
を
判
示
し
た
先
例
と
し
て
、
同
種
の
意
図
を
有
す
る
多
く
の
法
人
か
ら
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
域
内
で
の
活
動
範
囲
の
さ
ら
な
る
拡
大
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
事
件
判
決
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
も

と
よ
り
、
外
国
法
の
研
究
の
成
果
が
当
該
国
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
を
含
む
）
の
歴
史
的
お
よ
び
社
会
的
な
文
脈
の
も
と
で
位
置
付
け
ら
れ
、

ま
た
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
疑
い
は
な
い
。
と
は
い
え
、
広
く
地
球
社
会
の
発
展
を
目
指
し
、
世
界
の
法
律
家
の
共
有
財
産

を
外
国
法
研
究
に
求
め
よ
う
と
す
る（（6
（

場
合
、
そ
の
趣
旨
は
、
た
ん
に
自
国
法
と
の
異
同
の
確
認
を
求
め
て
当
該
国
の
情
報
や
知
見
を
得
る

と
い
っ
た
好
事
家
的
興
味
を
満
た
す
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
は
な
ら
ず
、
関
係
諸
国
の
法
制
に
通
底
す
る
高
位
の
視
点
（「
比
較
の
第
三
項

（tertium
 com

parationis

）」）
に
立
脚
し
、
自
国
法
と
外
国
法
の
双
方
に
裨
益
す
る
新
た
な
共
通
課
題
の
発
見
に
も
注
力
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。



六
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

二　

そ
れ
と
し
て
ま
ず
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
実
定
法
解
釈
作
業
の
社
会
的
意
義
如
何
に
つ
い
て
で
あ
る
。
今
日
の
世

界
が
相
互
依
存
関
係
を
増
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
考
慮
す
れ
ば
、
世
界
の
ど
の
国
に
お
い
て
も
、
実
定
法
の
解
釈
は
、
た
ん
な
る
国
益
護
持

の
主
張
に
と
ど
ま
っ
て
は
な
ら
ず
、
地
球
社
会
の
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
二
一
世
紀
地
球
社
会
の
在
り
方
に
関
す
る
み
ず
か
ら
の
世
界
観

を
起
点
と
し
て
、
個
々
の
紛
争
事
例
に
一
定
の
地
球
社
会
的
意
味
を
付
与
す
る
実
践
的
な
意
思
決
定
行
為
（
価
値
評
価
行
為
）
と
し
て
捉

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
法
の
実
践
的
解
釈
は
決
し
て
価
値
中
立
的
な
行
為
で
は
な
く
、
あ
た
か
も
「
踏
み
絵
」
の
よ
う

に
、
解
釈
者
の
価
値
観
を
問
う
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
通
説
・
判
例
に
従
う
こ
と
は
、
意
図
す
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
通
説
・
判
例
の

前
提
に
あ
る
世
界
観
を
無
条
件
に
共
有
し
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
種
々
の
積
極
的
・
消
極
的
な
影
響
に
対
し
て
社
会
的
責
任
を
分
担
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
責
任
感
を
伴
わ
な
い
通
説
・
判
例
へ
の
同
調
は
多
数
意
見
へ
の
埋
没
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

現
在
の
世
界
は
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
特
異
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
埋
蔵
状
況
、
食
糧
生
産
環
境
等

の
偏
り
を
含
む
自
然
地
理
的
与
件
の
大
き
な
差
異
や
社
会
経
済
的
発
展
段
階
の
相
違
を
度
外
視
し
た
表
面
的
な
平
等
主
義
と
い
う
法
的
神

話
の
も
と
に
成
立
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
あ
る
べ
き
世
界
像
か
ら
大
き
く
懸
け
離
れ
た
歪
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
今

日
の
支
配
的
見
解
で
は
、
倫
理
と
い
う
観
点
が
遠
く
追
い
や
ら
れ
、
こ
の
歪
ん
だ
世
界
が
歴
史
的
事
実

0

0

0

0

0

と
し
て
そ
の
ま
ま
肯
定
さ
れ
て
い

る
。
誘
因
力
に
乏
し
い
諸
国
が
、
経
済
的
自
立
を
図
る
べ
く
、
自
国
の
法
制
度
（
会
社
法
、
租
税
法
、
競
争
法
、
知
的
財
産
法
、
金
融
法
等
）

を
有
利
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
商
品
と
し
て
世
界
の
自
然
人
・
法
人
に
提
供
す
る
主
体
と
し
て
、
競
争
市
場
に
現
れ
て
い
る
現
状
も
、
こ
の
こ
と

と
無
関
係
で
は
な
い
。
法
律
回
避
が
生
じ
る
一
因
は
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
法
人
と
い
う
名
の
、
法
的
外
被
と
経
済
的
実
態
と
の
乖
離
を

生
み
出
す
技
巧
的
装
置
を
承
認
す
る
考
え
方
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
規
模
の
効
果
を
期
待
し
て
法
人
制
度
を
理
想
的
制



六
二

度
と
み
る
立
場
か
ら
は
大
い
に
歓
迎
さ
れ
よ
う
が
、
法
人
制
度
を
必
要
悪
と
み
て
、
形
式
が
実
態
を
反
映
し
な
い
病
理
現
象
の
増
大
を
阻

止
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
法
形
式
の
濫
用
に
対
す
る
歯
止
め
策
が
世
界
的
規
模
で
幾
重
に
も
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
オ

ア
シ
ス
会
社
、
便
宜
置
籍
船
、
租
税
回
避
等
の
世
界
的
問
題
性
が
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
た
に
も
拘
ら
ず
、
国
際
調
査
報
道
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
連
合
（International Consortium

 of Investigative Journalists;ICIJ

）（
（6
（

の
調
査
結
果
（「
パ
ナ
マ
文
書
（Panam

a Papers

）」（
（6
（

お
よ

び
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
文
書
（Paradise Papers

）」（
（6
（

）
が
示
す
よ
う
に
、
国
民
国
家
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
傾
向
は
根
強
く
、
地
球
社
会
の
捉

え
方
に
関
す
る
支
配
的
見
解
の
問
題
性
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
強
大
な
国
家
や
超
富
裕
層
の
強
い
反
対
に
遭
っ
て
立
ち
竦
み
、
全

地
球
的
規
模
で
の
修
正
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
座
視
し
、
地
球
社
会
の
諸
課
題
の
解
決
を
先
送
り
す
る
態
度
を
採
り
続
け

る
限
り
、
こ
の
種
の
問
題
は
永
遠
に
解
決
で
き
な
い
で
あ
ろ
う（（6
（

。
各
自
の
世
界
観
に
直
結
す
る
実
定
法
解
釈
の
あ
り
方
と
結
び
付
け
て
み

る
と
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
り
な
が
ら
、「
会
社
が
法
人
住
所
を
他
国
に
移
転
し
て
い
る
と
い
う
状
況
だ
け
で
は
、
租
税
回
避
が
行

わ
れ
て
い
る
と
一
般
的
に
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
条
約
上
保
障
さ
れ
た
基
本
的
自
由
の
主
張
を
妨
げ
る
措
置
を
正
当
化
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
」（［
63
］）
と
判
示
し
、
事
実
上
の
本
拠
を
変
更
し
な
い
ま
ま
定
款
上
の
法
人
住
所
の
み
を
他
国
に
移
転
す
る
法
人
に
「
居
住

移
転
の
自
由
」
を
認
め
た
本
件
判
決
は
、
法
的
形
式
と
経
済
的
実
態
と
の
分
離
を
奨
励
し
、
租
税
回
避
国
と
し
て
名
高
い
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
へ
の
逃
避
を
試
み
る
企
業
の
行
動
に
今
後
も
拍
車
を
掛
け
続
け
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
法
人
の
経
済
活
動
を
促
進
す
る
競
争
至
上
主

義
を
支
持
す
る
本
件
判
決
も
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ナ
ス
事
象
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

実
定
法
解
釈
か
ら
み
た
今
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
法
務
官
報
告
書
お
よ
び
本
件
判
決
に
共
通
す
る
が
、
法
律
構
成
上
の
極
端
な
論
証
不
足

と
い
う
点
に
あ
る
。
法
の
解
釈
が
み
ず
か
ら
の
世
界
観
に
基
づ
く
法
律
家
の
自
立
し
た
思
索
の
成
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

す
べ
て
の
法
的
判
断
行
為
に
対
し
、
た
ん
な
る
主
観
的
意
見

0

0

0

0

0

（「
こ
う
し
た
い
。」）
に
代
え
て
、
し
か
る
べ
き
客
観
的
論
拠
の
提
示

0

0

0

0

0

0

0

0

（「
こ
う



六
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

い
う
理
由
で
、
こ
の
よ
う
に
判
断
で
き
る
。」）
を
求
め
る
と
い
う
要
請
に
行
き
着
く
。
法
的
論
証
は
、
も
と
も
と
、
相
対
立
す
る
意
見
相
互
間

に
共
通
す
る
判
断
基
準
（「
比
較
の
第
三
項
」）
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
当
事
者
を
納
得
さ
せ
る
説
得
の
過
程
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
あ
る
種
の
情
念
や
想
念
を
重
視
す
る
信
仰
告
白
と
は
異
な
る
。
実
定
法
解
釈
学
の
手
掛
か
り
が
訴
訟
物
の
記
載
の
仕
方
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
当
事
者
間
で
の
争
点
と
各
主
張
を
支
え
る
実
定
法
規
を
容
易
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
請
求
の
趣
旨
の
認
否
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
双
方
当
事
者
の
主
張
に
沿
っ
て
段
階
的
に
分
析
す
る
と
、
実
定
法
規
の
解
釈
を
要
す
る

多
種
多
様
な
争
点
（
事
実
の
有
無
、証
拠
評
価
の
相
違
等
）
が
浮
か
び
上
が
る
。
法
的
事
実
の
存
否
、法
律
関
係
の
成
否
、責
任
の
有
無
等
、個
々

の
争
点
に
関
し
て
一
定
の
評
価
が
行
わ
れ
る
場
合
、
論
証
過
程
で
は
、
各
評
価
を
も
た
ら
す
実
定
法
規
（
判
断
基
準
）
を
示
す
だ
け
で
は

足
り
ず
、
当
該
法
規
を
構
成
す
る
各
文
言
の
解
釈
基
準
（
判
断
基
準
の
適
用
基
準
）
や
、
当
該
解
釈
基
準
を
支
え
る
正
当
化
基
準
（
適
用
基

準
の
適
用
基
準
）
を
段
階
的
に
示
す
こ
と
が
不
可
避
の
作
業
と
な
る
。
実
務
も
学
理
も
、
主
観
の
相
違
論
や
多
数
決
に
す
ぐ
に
逃
げ
込
む

の
で
は
な
く
、「
比
較
の
第
三
項
」
が
見
つ
か
る
ま
で
可
能
な
限
り
こ
の
よ
う
な
適
用
基
準
の
段
階
的
探
求
過
程
を
追
い
求
め
る
社
会
的

責
任
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
事
件
の
場
合
、
法
務
官
報
告
書
も
本
件
判
決
も
、
法
学
教
育
の
効
果
が
見
ら
れ
な

い
と
い
う
点
で
、
大
き
な
問
題
性
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

三　

こ
れ
ま
で
の
歴
史
が
示
す
よ
う
に
、「
国
家
法
」
と
い
う
視
点
が
強
調
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
法
律
学
は
自
国
の
政
治
や
経
済
に

従
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
経
済
や
政
治
の
領
域
で
も
相
互
の
影
響
が
広
範
に
浸
透
し
、
一
国
内
に
と
ど
ま

り
得
な
い
状
況
が
日
常
化
し
て
い
る
現
実
を
み
る
と
、
法
律
学
も
国
家
法
学
か
ら
離
れ
、
世
界
共
通
の
地
球
社
会
法
学
へ
と
そ
の
本
質
を

大
き
く
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（（6
（

。
そ
の
こ
と
は
、
ど
の
国
の
法
律
家
に
も
、
自
国
の
国
益
を
最
優
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先
す
る
態
度
に
代
え
て
、
次
の
世
代
を
含
む
将
来
を
見
据
え
、
地
球
社
会
全
体
の
利
益
を
考
慮
し
、
地
球
社
会
の
正
義
を
追
求
す
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
法
制
が
世
界
経
済
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
て
い

る
か
と
い
う
点
だ
け
で
な
く
、
地
球
社
会
の
歩
む
べ
き
道
を
模
索
し
続
け
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第

五
四
条
の
解
釈
は
加
盟
諸
国
の
国
益
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
利
益
と
い
う
ミ
ク
ロ
的
観
点
を
反
映
す
る
も
の
に
と
ど
ま
り
、
地
球
社
会
の

公
益
を
反
映
し
た
解
釈
と
は
な
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
真
の
紛
争
解
決
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
「
文
化
…
…
世
代
…
…
経
済

状
況
…
…
社
会
・
組
織
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
多
様
性
…
…
を
重
視
す
る
新
し
い
民
主
的
な
方
法
」（
深
層
民
主
主
義
）（
（6
（

を
今
後
も
追
求
す
る

姿
勢
を
貫
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
、「
法
律
学
の
課
題
に
終
わ
り
は
な
い
」
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
52
）
前
注（
3
）

（
53
）
前
注（
3
）

（
54
）
前
注（
3
）

（
55
）
前
注（
3
）

（
56
）
前
注（
3
）

（
57
）
前
注（
3
）

（
58
）
前
注（
3
）

（
59
）
前
注（
3
）

（
60
）
「
費
用
」
の
項
は
「［
66
］　

本
件
の
出
発
点
に
置
か
れ
た
手
続
の
ど
の
当
事
者
に
と
っ
て
も
、
こ
の
手
続
は
、
本
件
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
に
係
属
す
る
紛
争
か
ら
み
て
中
間
的
な
争
い
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
費
用
の
裁
判
は
、
同
裁
判
所
が
審
理
す
べ
き
問
題
で
あ

る
。
当
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
で
意
思
表
示
を
行
っ
た
他
の
参
加
者
が
支
払
っ
た
金
銭
は
返
還
さ
れ
な
い
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
61
）
前
注（
3
）
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五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
二
・
完
）（
山
内
）

（
62
）
山
内
『
地
球
社
会
法
学
へ
の
誘
い
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
63
）https://w

w
w
.icij.org/

（
64
）https://w

w
w
.icij.org/investigations/panam

a-papers/

（
65
）https://w

w
w
.icij.org/investigations/paradise-papers/

（
66
）
ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン
著
（
幾
島
幸
子
・
荒
井
雅
子
訳
）『
こ
れ
が
す
べ
て
を
変
え
る

―
資
本
主
義
vs.
気
候
変
動

―
上
・
下
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
七
年
）、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
著
（
山
本
規
雄
訳
）『
新
世
界
秩
序

―
21
世
紀
の
〝
帝
国
の
興
亡
〟
と
〝
世
界
統
治
〟

―
』（
作
品
社
、

二
〇
一
八
年
）
他
。

（
67
）
山
内
・
前
掲
書
（
前
注
62
）。

（
68
）
ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン
（
幾
島
幸
子
・
荒
井
雅
子
訳
）『
Ｎ
ｏ
で
は
足
り
な
い

―
ト
ラ
ン
プ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
対
処
す
る
方
法
』（
岩
波
書
店
、
二

〇
一
八
年
）
一
三
二
頁
。

（
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
八
日
脱
稿
）

（
本
学
名
誉
教
授
）




